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บทความพิเศษ

การสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม

Masahiro UEKI

นักวิจัย Center for Japanese-Language Testing เจแปนฟาวนเดช่ัน

《はじめに》

日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

は、日
に

本
ほん

語
ご

を教
おし

える方
かた

にとっても、

日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ方
かた

にとっても、非
ひ

常
じょう

に関
かん

心
しん

の高
たか

いものだ

と思
おも

います。その日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が来
らい

年
ねん

から新
あたら

しい試
し

験
けん

に変
か

わります。日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホームページ (http://

www.jlpt.jp/) では、『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイド

ブック』と『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」問
もんだいれ い

題例集
しゅう

』が

すでに公
こう

開
かい

されています。詳
くわ

しくはガイドブックや問
もん

題
だい

例
れい

集
しゅう

をご覧
らん

いただきたいと思
おも

いますが、ここでは新
あたら

しい試
し

験
けん

で何
なに

が変
か

わるのかということを簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

し

たいと思
おも

います。

新
あたら

しい日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

( 以
い

下
か

、新
しん

試
し

験
けん

) の改
かい

定
てい

のポイ

ントは四
よっ

つあります。

(1) 課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーション能
のう

力
りょく

を

測
はか

ります

(2) レベルを４段
だん

階
かい

から５段
だん

階
かい

に増
ふ

やします

(3) 「得
とく

点
てん

等
とう

化
か

」を行
おこな

います

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト』( 仮
か

称
しょう

) を公
こう

開
かい

します

以
い

下
か

では、それぞれのポイントについて詳
くわ

しく紹
しょう

介
かい

していきます。

《改
かい

定
てい

のポイント》

(1) 課
か
題
だい
遂
すい
行
こう
のための言

げん
語
ご
コミュニケーション能

のう
力
りょく
を測
はか

ります
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

には、文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

や文
ぶん

法
ぽう

のように言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を測
はか

る部
ぶ

分
ぶん

と、読
どっ

解
かい

や聴
ちょう

解
かい

のように運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を測
はか

る部
ぶ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き

金
きん

日
に

本
ほん

語
ご

試
し

験
けん

センター

研
けん

究
きゅう

員
いん

植
うえ

木
き

正
まさ

裕
ひろ

新
あたら

しい日
に

本
ほ ん

語
ご

能
の う

力
りょく

試
し

験
け ん

について

ที่มา

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นเปนส่ิงท่ีอยูในความสนใจของครูผูสอน

และผูเรยีนภาษาญีปุ่นเปนอยางมาก และต้ังแตปหนาเปนตนไป ขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุนจะมีการเปลี่ยนแปลงเปนรูปแบบใหม ซึ่งไดมีการ

เผยแพร “คูมือการสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” และ “ตัวอยาง

ขอสอบวดัระดับภาษาญีปุ่นแบบใหม” บนเวบ็ไซตของการสอบวัดระดบั 

ภาษาญี่ปุน (http://www.jlpt.jp/) ไวเรียบรอยแลว สําหรับรายละเอียด

ตางๆ ทานสามารถหาอานไดในคูมือและตัวอยางขอสอบ ในบทความ

นี้จะขอกลาวถึงสวนที่มีการเปลี่ยนแปลงในขอสอบแบบใหม

สวนที่มีการปรับเปลี่ยนในขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม 

(ตอไปจะขอเรียกวา “ขอสอบแบบใหม”) มีอยูทั้งหมด 4 เรื่องดังนี้

1. มีการวัดความสามารถในการส่ือสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จ 

 ลุลวง

2. มีการเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับมาเปน 5 ระดับ

3. มีการปรับเทียบคะแนนการสอบ

4. มกีารเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดบัภาษาญีปุ่น” 

 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

ตอจากนี้จะขออธิบายรายละเอียดของการปรับเปล่ียนในแตละ

เรื่อง

จุดที่ปรับเปลี่ยน

(1) การวัดความสามารถในสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง

ขอสอบเดิมที่ใชอยูในปจจุบัน จะมีขอสอบที่เปนการวัดความรู 

ตัวภาษาอยาง           (ตัวอักษร・คําศัพท)        (ไวยากรณ)    文
も

字
じ

・語
ご

彙
い

文
ぶん

法
ぽう
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分
ぶん

があります。新
しん

試
し

験
けん

でも、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

の両
りょう

方
ほう

を測
はか

りますが、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

を利
り

用
よう

してコミュニケーシ

ョン上
じょう

の課
か

題
だい

を遂
すい

行
こう

する能
のう

力
りょく

という運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

をより重
じゅう

視
し

します。

ここでいう「課
か

題
だい

」とは、たとえば、「天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

を

聞
き

いて、東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」のように、何
なん

らか

の目
もく

標
ひょう

や目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために、積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り組
く

むも

のを言
い

います。課
か

題
だい

には、手
て

紙
がみ

やメールなどへの返
へん

事
じ

、

ビジネスでの交
こう

渉
しょう

のように言
げん

語
ご

を使
つか

う課
か

題
だい

もあれば、

電
でん

車
しゃ

での移
い

動
どう

、機
き

械
かい

の修
しゅう

理
り

のように言
げん

語
ご

を使
つか

わない課
か

題
だい

もありますが、新
しん

試
し

験
けん

では言
げん

語
ご

を使
つか

って遂
すい

行
こう

する課
か

題
だい

を扱
あつか

います。また、課
か

題
だい

としては、「学
がく

習
しゅう

」「就
しゅう

業
ぎょう

」

「生
せい

活
かつ

」という三
みっ

つの状
じょう

況
きょう

の中
なか

で、取
と

り組
く

む必
ひつ

要
よう

が高
たか

そ

うな課
か

題
だい

を扱
あつか

います。

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のために必
ひつ

要
よう

な言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や運
うん

用
よう

能
のうりょく

力

について、「東
とう

京
きょう

の明
あ し た

日の天
てん

気
き

を知
し

る」の例
れい

に戻
もど

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に考
かんが

えてみます。まず、「晴
は

れ」「くもり」「雨
あめ

」な

どの天
てん

気
き

を表
あら

わす語
ご

や、「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は

雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」のような文
ぶん

の構
こう

造
ぞう

に関
かん

する

知
ち

識
しき

が必
ひつ

要
よう

です。また、天
てん

気
き

予
よ

報
ほう

では、今
き ょ う

日の天
てん

気
き

、

明
あ し た

日の天
てん

気
き

、気
き

温
おん

、降
こう

水
すい

確
かく

率
りつ

の順
じゅん

で説
せつめい

明がされるとい

うような、話
はなし

の流
なが

れに関
かん

する知
ち

識
しき

も必
ひつ

要
よう

です。さらに、

予
よ

報
ほう

で取
と

り上
あ

げられるたくさんの情
じょう

報
ほう

の中
なか

から、「東
とう

京
きょう

」の「明
あ し た

日」の天
てん

気
き

の情
じょう

報
ほう

だけを聞
き

き取
と

ることも必
ひつ

要
よう

です。

また、現
げん

実
じつ

の課
か

題
だい

の中
なか

には、読
よ

んだり聞
き

いたりする

だけでなく、「メールや電
でん

話
わ

で待
ま

ち合
あ

わせの相
そう

談
だん

をする」

のように、書
か

いたり話
はな

したりしないと達
たっ

成
せい

できない課
か

題
だい

もあります。そのような課
か

題
だい

では、どのような内
ない

容
よう

を伝
つた

えないといけないか、どのような表
ひょう

現
げん

で伝
つた

えれば

いいか、などの言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

と運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

が必
ひつ

要
よう

になります。

新
しん

試
し

験
けん

でもこのような課
か

題
だい

を扱
あつか

うことはありますが、

解
かい

答
とう

方
ほうほう

法については現
げん

行
こう

試
し

験
けん

と同
どう

様
よう

、選
せん

択
たく

枝
し

によるマ

ークシート方
ほう

式
しき

で行
おこな

います。また、書
か

いたり話
はな

したり

する能
のう

力
りょく

を直
ちょく

接
せつ

測
はか

る試
し

験
けん

科
か

目
もく

はありません。

(2) レベルを４段
だん
階
かい
から５段

だん
階
かい
に増
ふ
やします

これまで、３級
きゅう

に合
ごう

格
かく

した人
ひと

から「なかなか２級
きゅう

に

合
ごう

格
かく

できない」という声
こえ

が多
おお

く聞
き

かれていました。こ

のような状
じょう

況
きょう

に対
たい

応
おう

するため、現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４段
だん

階
かい

( １

級
きゅう

、２級
きゅう

、３級
きゅう

、４級
きゅう

) に対
たい

して、２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

に新
あたら

しく１段
だん

階
かい

増
ふ

やして５段
だん

階
かい

にします。新
しん

試
し

験
けん

の５段
だんかい

階

は、Ｎ１、Ｎ２、Ｎ３、Ｎ４、Ｎ５と呼
よ

びます。レベ

และขอสอบที่วัดความสามารถในการใชภาษาอยาง         (การอาน)

  (การฟง) ในขอสอบแบบใหมก็มีการวัดทั้งความรูตัวภาษาและ

ความสามารถในการใชภาษาทั้งสองอยางเชนเดียวกัน แตจะใหความ

สําคัญกับความสามารถในการนําความรูตัวภาษาไปสื่อสารใหไดตาม

ภารกิจที่ตองการมากขึ้น

“ภารกิจ” ในที่นี้หมายถึง การพยายามที่จะรับสงสารเพื่อใหจุดมุง

หมายหรือวัตถุประสงคบางอยางสําเร็จลุลวง เชน “การฟงพยากรณ

อากาศเพื่อที่จะทราบสภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” ในภารกิจ

นั้น จะมีภารกิจที่จะจําเปนตองใชภาษา เชน การตอบจดหมายหรือ

อีเมลเพื่อตอรองในทางธุรกิจ และภารกิจที่ไมจําเปนตองใชภาษา เชน

การเดินทางโดยรถไฟฟา การซอมเครื่องมืออุปกรณตางๆ แตใน

ขอสอบแบบใหมจะใชตวัภารกจิที่ใชภาษา โดยจะเปนภารกจิทีเ่กีย่วของ 

กับสถานการณ “การเรียน” “การทํางาน” “การดํารงชีวิต” ที่มีความ

จําเปนในการใชภาษาอยางมากในสถานการณทั้ง 3 แบบ

ขอยอนกลับไปตัวอยาง “การฟงพยากรณอากาศเพ่ือท่ีจะทราบ

สภาพอากาศของโตเกียวในวันพรุงนี้” เพื่ออธิบายเกี่ยวกับการนํา

ความรูตัวภาษาที่จําเปนไปใชเพ่ือใหภารกิจท่ีตองการสําเร็จลุลวง 

อันดับแรก ตองมีความรูเรื่องศัพทเกี่ยวกับสภาพอากาศ เชน 

      และจะตองมีความรูเกีย่วกบัโครงสรางประโยค เชน

           นอกจากนีย้งัจาํเปนตองมี

ความรูเกี่ยวกับลําดับในการนําเสนอการพยาการณอากาศวาจะมีการ

อธิบายตามลําดับดังนี้ “สภาพอากาศของวันนี้” “สภาพอากาศของวัน

พรุงนี้” “อุณหภูมิ” “เปอรเซนตที่ฝนจะตก” และในการพยากรณอากาศ

จะมีขอมูลตางๆ มากมาย ผูสอบจะตองสามารถฟงแยกแยะขอมูลที่

เปนสภาพอากาศของ “วันพรุงนี้” ของ “โตเกียว” ได

นอกจากนี้ในชีวิตประจําวันไมใชมีเพียงการอานและการฟง

เทานั้น ยังมีการเขียนและการพูด เชน “การตกลงนัดหมายกันทาง

อีเมลหรือทางโทรศัพท“ ในการที่จะทําใหภารกิจบรรลุตามที่ตองการ 

จะตองมีความรูทางดานภาษาและความสามารถในการใชภาษาวาจะ

ถายทอดเนื้อหาเชนไร และควรจะใชสํานวนใด ในขอสอบแบบใหมก็

จะมเีรื่องการเขียนและการพูดดวย แตวิธีการตอบจะเปนรูปแบบ mark 

sheet ที่ใหเลือกตัวเลือกเชนเดียวกับขอสอบปจจุบัน จะไมมีขอสอบที่

วัดความสามารถโดยใหเขียนหรือพูดเอง

(2) การเพิ่มระดับจากเดิมที่มีอยู 4 ระดับ มาเปน 5 ระดับ
ที่ผานมามีเสียงจากผูที่สอบผานระดับ 3 เขามาคอนขางหนาหูวา 

“สอบผานระดับ 2 ไดยาก” เพื่อแกไขสถานการณนี้ ไดมีการเพิ่มระดับ

อีก 1 ระดับระหวางระดับ 2 กับระดับ 3 โดยจากปจจุบันที่มี 4 ระดับ 

(ระดับ 1 2 3 และ 4) เปน 5 ระดับ สําหรับระดับ 5 ระดับของขอสอบ

แบบใหมนี้จะเรียกวา N1 N2 N3 N4 N5 ตัว N ในชื่อระดับนั้นหมายถึง 

「晴
は

れ」

「くもり」「雨
あめ

」 「午
ご

前
ぜん

は晴
は

れますが、午
ご

後
ご

は雨
あめ

が降
ふ

るかもしれません」

聴
ちょう

解
かい

「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」
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ル名
めい

のＮは、「Nihongo ( 日
に

本
ほん

語
ご

)」「New ( 新
あたら

しい )」を

表
あらわ

しています。

Ｎ４とＮ５では、主
おも

に教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐらい理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。Ｎ１とＮ２で

は、社
しゃ

会
かい

の幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
し

用
よう

される日
に

本
ほん

語
ご

がどのぐら

い理
り

解
かい

できるかを測
はか

ります。そして、新
あたら

しく設
もう

けるＮ

３は、「日
にち

常
じょう

的
てき

な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる」レベルにあたります。「幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

での日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ１、Ｎ２と、教
きょう

室
しつ

内
ない

で学
まな

ぶ「基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

」の理
り

解
かい

を測
はか

るＮ４、Ｎ５の、「橋
はし

渡
わた

し」のレベルという位
い

置
ち

づけです。

現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の級
きゅう

と、新
しん

試
し

験
けん

のレベルの対
たい

応
おう

は次
つぎ

のよう

になります。

Ｎ１
現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

よりやや高
たか

めのレベルまで測
はか

れるように

なります。

合
ごう

格
かく

ラインは現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の１級
きゅう

とほぼ同
おな

じです。

Ｎ２ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ３ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の２級
きゅう

と３級
きゅう

の間
あいだ

のレベルです。( 新
しん

設
せつ

)

Ｎ４ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の３級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

Ｎ５ 現
げん

行
こう

試
し

験
けん

の４級
きゅう

とほぼ同
おな

じレベルです。

また、各
かく

レベルの認
にん

定
てい

の目
め

安
やす

については、「読
よ

む」

「聞
き

く」という二
ふた

つの言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

について、「何
なに

ができるか」

というかたちで表
あらわ

されています。

ในระดับ N4 และ N5 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษา

ญี่ปุนขั้นพื้นฐานที่เรียนมาในหองเรียนไดเทาไร สวนระดับ N1 และ 

N2 จะเปนขอสอบวัดวาสามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในสังคมไดมากนอยเทาไร สําหรับระดับ N3 ซึ่งเพิ่มเขามาใหม

นั้นจะเปนระดับของผูที่ “สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจํา

วันไดในระดับหนึ่ง” ซึ่งเปนระดับที่เปรียบเหมือนเปน “สะพานเชื่อม” 

ระหวาง N1 และ N2 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุนที่ใชในสถานการณ

ตางๆ ในวงกวาง” กับระดับ N4 และ N5 ที่วัดความเขาใจ “ภาษาญี่ปุน

ขั้นพื้นฐาน”

เมื่อเทียบระดับของขอสอบแบบใหมกับขอสอบปจจุบันจะเปน

ดังนี้

N1

วัดตั้งแตระดับ 1 ของขอสอบปจจุบันถึงระดับที่คอนขางสูง

ขึ้นไปอีก

เกณฑการสอบผานจะเทียบเทากับขอสอบระดับ 1 ในปจจุบัน

N2 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 2 ในปจจุบัน

N3 ระดับระหวางขอสอบระดับ 2 และระดับ 3 ในปจจุบัน (ระดับใหม)

N4 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 3 ในปจจุบัน

N5 ระดับเทียบเทากับขอสอบระดับ 4 ในปจจุบัน

ในเกณฑมาตรฐานที่กําหนดของแตละระดับ จะแสดงผลทักษะ 2 

ดาน คือ “การอาน” และ “การฟง” วาผูที่สอบผาน “มีความสามารถ

ทําอะไรได”

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N1

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณตางๆ ในวงกวางได

[การอาน]  - อานบทความ บทวิจารณในหนังสือพิมพท่ีเขียน

             เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวางหรือขอความท่ี

             เปนแนวตรรกะ มีความซับซอน มีความเปน

             นามธรรมสูง แลวสามารถเขาใจโครงสรางและ

             เน้ือหาได

           - อานเร่ืองท่ีมีหัวขอหลากหลายและมีเน้ือหาลึกซ้ึง

             แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ืองและรายละเอียด

             ของส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]  -  ฟงบทสนทนา ขาว การบรรยายท่ีมีเร่ืองราวใน

             สถานการณตางๆ โดยมีระดับความเร็วในการพูด

             ท่ีเปนธรรมชาติ แลวสามารถเขาใจลําดับเน้ือเร่ือง

             เน้ือหา ความสัมพันธของบุคคลและโครงสราง

             ความเปนมาของเน้ือหาอยางละเอียดและจับ

             ประเด็นได

N2

สามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณชีวิตประจําวันได 

และสามารถเขาใจภาษาญ่ีปุนท่ีใชในสถานการณในวงกวางได

ในระดับหน่ึง

レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N1

幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

の論
ろん

説
せつ

、評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

理
り

的
てき

にやや複
ふく

雑
ざつ

な文
ぶんしょう

章や抽
ちゅうしょう

象度
ど

の高
たか

い

文
ぶん

章
しょう

などを読
よ

んで、文
ぶん

章
しょう

の構
こう

成
せい

や内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

ることができる。

 ・さまざまな話
わ

題
だい

の、内
ない

容
よう

に深
ふか

みのある読
よ

み物
もの

を

読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや詳
しょう

細
さい

な表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

する

ことができる。

【聞
き

く】 ・幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

における、自
し

然
ぜん

なスピードの、まと

まりのある会
かい

話
わ

やニュース、講
こう

義
ぎ

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

や内
ない

容
よう

の論
ろん

理
り

構
こう

成
せい

などを詳
しょう

細
さい

に理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

する

ことができる。

N2

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

に加
くわ

え、より幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することがで

きる
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レベル 認
にん
定
てい
の目
め
安
やす

N2

【読
よ

む】 ・幅
はば

広
ひろ

い話
わ

題
だい

について書
か

かれた新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

・解
かい

説
せつ

、平
へい

易
い

な評
ひょう

論
ろん

など、論
ろん

旨
し

が明
めい

快
かい

な文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで文
ぶん

章
しょう

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

することができる。

 ・一
いっ

般
ぱん

的
てき

な話
わ

題
だい

に関
かん

する読
よ

み物
もの

を読
よ

んで、話
はなし

の流
なが

れや表
ひょう

現
げん

意
い

図
と

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

に加
くわ

えて幅
はば

広
ひろ

い場
ば

面
めん

で、自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードの、まとまりのある会
かい

話
わ

やニュース

を聞
き

いて、話
はなし

の流
なが

れや内
ない

容
よう

、登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

を

理
り

解
かい

したり、要
よう

旨
し

を把
は

握
あく

したりすることができ

る。

N3

日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で使
つか

われる日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

すること

ができる

【読
よ

む】 ・日
にちじょうてき

常的な話
わ

題
だい

について書
か

かれた具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を

表
あらわ

す文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

 ・新
しん

聞
ぶん

の見
み

出
だ

しなどから情
じょう

報
ほう

の概
がい

要
よう

をつかむこと

ができる。

 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で目
め

に触
ふ

れる範
はん

囲
い

の難
なん

易
い

度
ど

がやや

高
たか

い文
ぶん

章
しょう

は、言
い

い換
か

え表
ひょう

現
げん

が与
あた

えられれば、要
よう

旨
し

を理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、やや自
し

然
ぜん

に近
ちか

いスピードのま

とまりのある会
かい

話
わ

を聞
き

いて、話
はなし

の具
ぐ

体
たい

的
てき

な内
ない

容
よう

を登
とうじょう

場人
じん

物
ぶつ

の関
かん

係
けい

などとあわせてほぼ理
り

解
かい

でき

る。

N4

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

を理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・基
き

本
ほん

的
てき

な語
ご

彙
い

や漢
かん

字
じ

で書
か

かれた日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

で

も身
み

近
ぢか

な話
わ

題
だい

の文
ぶん

章
しょう

を、読
よ

んで理
り

解
かい

することが

できる。

【聞
き

く】 ・日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

で、ややゆっくりと話
はな

される会
かい

話
わ

であれば、内
ない

容
よう

がほぼ理
りか い

解できる。

N5

基
き

本
ほん

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

をある程
てい

度
ど

理
り

解
かい

することができる

【読
よ

む】 ・ひらがなやカタカナ、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

で用
もち

いられる基
き

本
ほん

的
てき

な漢
かん

字
じ

で書
か

かれた定
てい

型
けい

的
てき

な語
ご

句
く

や文
ぶん

、文
ぶん

章
しょう

を読
よ

んで理
り

解
かい

することができる。

【聞
き

く】 ・教
きょう

室
しつ

や、身
み

の回
まわ

りなど、日
にちじょう

常生
せい

活
かつ

の中
なか

でもよく

出
で

会
あ

う場
ば

面
めん

で、ゆっくり話
はな

される短
みじか

い会
かい

話
わ

であ

れば、必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を聞
き

き取
と

ることができる。

(3) 「得
とく
点
てん
等
とう
化
か
」を行

おこな
います

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は毎
まい

回
かい

異
こと

なるものが出
しゅつ

題
だい

されるため、試
し

験
けん

問
もん

題
だい

をどんなに慎
しん

重
ちょう

に作
さく

成
せい

しても、試
し

験
けん

の難
なん

易
い

度
ど

は毎
まい

回
かい

変
へん

化
か

します。試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

も、難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けて

しまいます。

そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、テスト理
り

論
ろん

の「等
とう

化
か

」という

ระดับ เกณฑมาตรฐานที่กําหนด

N2

[การอาน] - อานบทความที่มีประเด็นชัดเจนอยางเชน

            บทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารที่เขียน

            เก่ียวกับหัวเร่ืองตางๆ ในวงกวาง หรือคําอธิบาย

            หรือบทวิจารณงายๆ แลวสามารถเขาใจเน้ือหา

            ของบทความได

- อานเร่ืองท่ีมีหัวขอท่ัวๆ ไป แลวสามารถเขาใจ

             ลําดับเน้ือเร่ืองและส่ิงท่ีตองการส่ือในสํานวน

[การฟง]    - ฟงบทสนทนา ขาว ท่ีมีเร่ืองราวในสถานการณ

            ตางๆ รวมท้ังสถานการณท่ีใชในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดท่ีเปนธรรมชาติ 

            แลวสามารถเขาใจลําดับเนื้อเรื่อง เนื้อหา

            ความสัมพันธของบุคคลและจับประเดน็ได

N3

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนที่ใชในชีวิตประจําวันไดในระดับ 

หนึ่ง

[การอาน] - อานบทความท่ีมีเน้ือหาเปนรูปธรรมท่ีเปนหัวเร่ือง

            เกี่ยวกับชีวิตประจําวัน แลวสามารถเขาใจได

          - สามารถจับใจความคราวๆ ของขอมูลท่ีมาจาก

            หัวขอขาว เปนตน

          - หากใหขอความที่ใชสํานวนอีกแบบหนึ่ง จะ

            สามารถเขาใจใจความสาํคัญของขอความที่

            พบเห็นในชีวิตประจําวันท่ีคอนขางมีความยากได

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาที่เปนเรื่องราวในชีวิตประจําวัน

            โดยมีระดับความเร็วในการพูดที่ใกลเคียงกับ

            ระดับธรรมชาติ แลวสามารถพอจะเขาใจเน้ือหา

            รวมทั้งความสัมพันธของบุคคลได

N4

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานได

[การอาน] - อานเรื่องที่ใกลตัวในชีวิตประจําวันที่เขียน

            ดวยคาํศัพทและคันจิขั้นพื้นฐานแลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาในชีวิตประจําวันท่ีพูดอยางชาๆ

            แลวพอจะเขาใจ

N5

สามารถเขาใจภาษาญี่ปุนขั้นพื้นฐานไดในระดับหนึ่ง

[การอาน] - อานวลี ประโยคหรือขอความที่เขียนดวย

            ฮิระงะนะ คะตะคะนะและคันจิขั้นพื้นฐาน

            ใชในชีวิตประจําวัน  แลวเขาใจ

[การฟง]  - ฟงบทสนทนาส้ันๆ ท่ีพูดอยางชาๆ ในสถานการณ

            ที่มักพบเห็นในชีวิตประจําวันอยางเชน

            ในหองเรียนหรือสถานการณใกลตัว แลว

            พอจะจับขอมูลที่สําคัญได

(3) การปรับเทียบคะแนนการสอบ
เนือ่งจากขอสอบทีอ่อกมาทกุคร้ังจะไมเหมอืนกนั ความยากงาย 

ของขอสอบกจ็ะแปรผนัไปทกุครัง้ ไมวาจะระมดัระวงัในการออกขอสอบ 

อยางไรก็ตาม คะแนนที่ไดก็จะผกผันไปตามความยากงายของ

ขอสอบ

ดังนั้น ขอสอบแบบใหมจะใช “การปรับเทียบคะแนนการสอบ” 
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方
ほうほう

法によって、常
つね

に共
きょう

通
つう

の尺
しゃく

度
ど

上
じょう

の得
とく

点
てん

で試
し

験
けん

結
けっ

果
か

を

表
あらわ

すようにします。

これによって、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が難
なん

易
い

度
ど

の影
えい

響
きょう

を受
う

けな

くなるので、合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

の基
き

準
じゅん

が一
いっ

定
てい

し、 公
こう

平
へい

さが保
たも

た

れます。また、尺
しゃく

度
ど

が共
きょう

通
つう

なので、異
こと

なる回
かい

の試
し

験
けん

の

得
とく

点
てん

を比
ひ

較
かく

することができます。さらに、試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

が比
ひ

較
かく

できることで、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

本
ほん

人
にん

が自
じ

分
ぶん

の能
のう

力
りょく

の伸
の

び

を確
かく

認
にん

したり、次
つぎ

の学
がく

習
しゅう

目
もく

標
ひょう

を設
せっ

定
てい

することもできま

す。

(4) 『日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト』(仮
か
称
しょう
)を公

こう
開
かい

します
試
し

験
けん

の得
とく

点
てん

や合
ごう

否
ひ

判
はん

定
てい

だけでは、日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って具
ぐ

体
たい

的
てき

に何
なに

ができるのかがわかりません。そこで、新
しん

試
し

験
けん

では、各
かく

レベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

が、日
に

本
ほん

語
ご

を使
し

用
よう

して実
じっ

際
さい

にどのようなことができると「考
かんが

えているか」を、「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-doリスト」(仮
か

称
しょう

)として公
こう

開
かい

します。

このリストを見
み

ることで、合
ごう

格
かく

者
しゃ

本
ほん

人
にん

やまわりの人
ひとびと

々

が、このレベルの合
ごう

格
かく

者
しゃ

は日
に

本
ほん

語
ご

を使
つか

って何
なに

ができそ

うかを推
すい

測
そく

することができます。

リストは現
げん

在
ざい

作
さく

成
せい

中
ちゅう

ですが、具
ぐ

体
たい

的
てき

な記
き

述
じゅつ

例
れい

として

一
いち

部
ぶ

を紹
しょう

介
かい

します。

 聞
き

く 学
がっ

校
こう

や職
しょく

場
ば

、公
こう

共
きょう

の場
ば

所
しょ

でのアナウンスを聞
き

いて、大
おお

ま

かな内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

話
はな

す アルバイトや仕
し

事
ごと

の面
めん

接
せつ

などで、希
き

望
ぼう

や経
けい

験
けん

を詳
くわ

しく述
の

べることができる。

読
よ

む 関
かん

心
しん

のある話
わ

題
だい

に関
かん

する新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

の記
き

事
じ

を読
よ

んで、 内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できる。

書
か

く 感
かん

謝
しゃ

や謝
しゃ

罪
ざい

、感
かん

情
じょう

を伝
つた

える手
て

紙
がみ

やメールが書
か

ける。

リスト公
こう

開
かい

時
じ

には、上
うえ

のような言
げん

語
ご

行
こう

動
どう

と新
しん

試
し

験
けん

の

レベルを対
たい

応
おう

づけたかたちで公
こう

開
かい

します。「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

Can-do リスト」（仮
か

称
しょう

）は、2010 年
ねん

度
ど

中
ちゅう

に公
こう

開
かい

する予
よ

定
てい

です。

《新
あたら
しい問

もん
題
だい
形
けい
式
しき
》

新
しん

試
し

験
けん

では、課
か

題
だい

遂
すい

行
こう

のための言
げん

語
ご

コミュニケーシ

ョン能
のう

力
りょく

を測
はか

るという目
もく

的
てき

のため、問
もんだいけ い し き

題形式にもさま

ざまな変
へん

更
こう

が加
くわ

えられました。ここでは、運
うん

用
よう

能
のう

力
りょく

を

測
はか

る読
どっ

解
かい

と聴
ちょう

解
かい

について、新
しん

試
し

験
けん

で新
あたら

しく加
くわ

わった問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

について簡
かん

単
たん

に紹
しょう

介
かい

します。

ของทฤษฎีการวัดและประเมินผลในการแสดงผลการสอบ โดยคะแนน

ที่ไดจะเปนมาตรฐานการวัดที่ออกมาเหมือนกันทุกครั้ง

จากการที่คะแนนสอบไมผกผันไปตามความยากงายของขอสอบ 

จะทําใหเกณฑการตัดสินในการสอบผานหรือไมผานมีมาตรฐานและ

ยุติธรรม นอกจากนี้มาตรฐานการวัดจะเหมือนเดิมทุกครั้ง จึงสามารถ

เปรียบเทียบคะแนนกับขอสอบครั้งอื่นๆ ได และการที่เปรียบเทียบ

กับคะแนนสอบครั้งอื่นๆ ได ทําใหผูเรียนทราบถึงความสามารถของ

ตนเองวาพัฒนาไปมากนอยแคไหน และยังสามารถกําหนดเปาหมาย

การเรียนรูในระดับตอไปไดอีกดวย

(4) การเผยแพร “Can-do List ของขอสอบวัดระดับภาษาญ่ีปุน”  
 (ชื่ออยางไมเปนทางการ)

เพียงคะแนนสอบและเกณฑการตัดสินวาสอบผานหรือไมนั้น ไม

ทําใหทราบไดวาผูสอบนั้นสามารถใชภาษาญี่ปุนในเรื่องใดไดบาง ดัง

นั้น ในการสอบแบบใหมจะมีการเผยแพร “Can-do List ของขอสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุ น” (ชื่ออยางไมเปนทางการ) วาผูที่สอบผานใน

แตละระดับสามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรไดบาง

จากการดู List นี้ ผูที่สอบผานและบุคคลรอบขางจะสามารถ

ประมาณไดวาผูที่สอบผานในระดับนี้สามารถใชภาษาญี่ปุนทําอะไรได

บาง

List นี้กําลังอยูในระหวางการจัดทํา ในที่นี้จะขอแนะนําสวนหนึ่ง

ที่เปนตัวอยางการระบุความสามารถใหเห็นอยางเปนรูปธรรม

การฟง
ฟงการประกาศในโรงเรียน ในที่ทํางาน ในสถานที่

สาธารณะ แลวเขาใจเนื้อหาคราวๆ ได

การพูด
สามารถบอกความประสงคและประสบการณในตอน 

สัมภาษณงานพิเศษหรืองานไดอยางละเอียด

การอาน
อานบทความในหนังสือพิมพหรือนิตยสารเกี่ยวกับ

หัวขอที่สนใจ แลวสามารถเขาใจเนื้อหาได

การ

เขียน
สามารถเขียนจดหมายหรืออีเมลเพื่อแสดงความรูสึก 

ขอบคุณหรือขอโทษได

ในการเผยแพร List จะระบุระดับขอสอบแบบใหมพรอมกับ

ทักษะภาษาดังขางตนดวย ซึ่งมีกําหนดการที่จะเผยแพรภายใน

ปงบประมาณ 2553

รูปแบบขอสอบใหม

เน่ืองจากขอสอบแบบใหมมีวัตถุประสงคในการวัดความสามารถ

ในการสื่อสารเพื่อใหภารกิจสําเร็จลุลวง จึงมีการปรับเปลี่ยนเพิ่มเติม

รูปแบบตางๆ ในขอสอบ ในที่นี้จะขอแนะนํารูปแบบที่มีการเพิ่มเติม

เขาไปใหม  ซึ่งเปนการวัดทักษะการใชภาษาดานการอานและการฟง
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■読
どっ
解
かい

読
どっ

解
かい

の目
もく

標
ひょう

は、テキストから何
なん

らかの情
じょう

報
ほう

を得
え

るこ

とです。新
しん

試
し

験
けん

の「読
どっ

解
かい

」では、「どのようなテキスト

から」「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」の二
ふた

つの観
かん

点
てん

から課
か

題
だい

を設
せっ

定
てい

します。

まず「どのようなテキストから」については、受
じゅ

験
けん

者
しゃ

を取
と

り巻
ま

く環
かん

境
きょう

を考
こう

慮
りょ

した上
うえ

で、次
つぎ

のような多
た

様
よう

な

テキストを扱
あつか

います。

テキストの

話
わ

題
だい

・内
ない

容
よう

学
がく

習
しゅう

に関
かん

するもの、生
せい

活
かつ

の中
なか

で目
め

に触
ふ

れる実
じつ

用
よう

的
てき

な

もの、仕
し

事
ごと

に関
かん

するものなど

テキストの

種
しゅ

類
るい

説
せつ

明
めい

文
ぶん

、意
い

見
けん

文
ぶん

、評
ひょう

論
ろん

、エッセイなど

生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

、仕
し

事
ごと

で使
つか

われる文
ぶん

書
しょ

など

テキストの

形
けい

式
しき 一

いっぱん

般的
てき

な文
ぶん

章
しょう

形
けい

式
しき

、箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

など

次
つぎ

に「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」ですが、テキスト

の読
よ

み方
かた

には次
つぎ

の四
よっ

つのタイプがあります。

テキストの全
ぜん
体
たい

テキストの一
いち
部
ぶ

迅
じん

速
そく

に Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む

注
ちゅういぶか

意深く Ｃ．全
ぜん

体
たい

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む

これらの観
かん

点
てん

を整
せい

理
り

して問
もん

題
だい

構
こう

成
せい

を検
けん

討
とう

した結
けっ

果
か

、

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」と「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「統
とう

合
ごう

理
り

解
かい

」は、関
かん

連
れん

がある複
ふく

数
すう

のテキストを比
ひ

較
かく

し

たり統
とう

合
ごう

したりする問
もん

題
だい

です。たとえば、同
おな

じ話
わ

題
だい

に

ついて違
ちが

う立
たち

場
ば

から書
か

かれた二
ふた

つのテキストを読
よ

んで、

共
きょう

通
つう

点
てん

や相
そう

違
い

点
てん

を理
り

解
かい

するような問
もん

題
だい

です。「どのよう

なテキストから」という観
かん

点
てん

ではさまざまなものが考
かんが

えられますが、「どのように情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｄ．一
いち

部
ぶ

を注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く読
よ

む」

に該
がい

当
とう

します。

「情
じょう

報
ほう

検
けん

索
さく

」は、テキストの中
なか

から、目
もく

的
てき

などに合
あ

わ

せて必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

す問
もん

題
だい

です。たとえば、アル

バイトの募
ぼ

集
しゅう

広
こう

告
こく

に対
たい

して、全
ぜん

体
たい

をざっと見
み

て募
ぼ

集
しゅう

条
じょう

件
けん

などの必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を探
さが

し出
だ

したり、自
じ

分
ぶん

の都
つ

合
ごう

など

に関
かん

係
けい

がある部
ぶ

分
ぶん

を突
つ

き止
と

めて、自
じ

分
ぶん

の条
じょう

件
けん

と比
くら

べた

りするような問
もん

題
だい

です。「どのようなテキストから」と

いう観
かん

点
てん

では、「生
せい

活
かつ

場
ば

面
めん

で目
め

にする連
れん

絡
らく

や案
あん

内
ない

」や、

■ การอาน
จุดประสงคของการอานคือการรับขอมูลบางอยางจากบทอาน 

สําหรับ “การอาน” ในขอสอบแบบใหมจะตั้งโจทยโดยอาศัยหลักการ 2 

ประการ คือ “ประเภทของบทอาน” และ “วิธีการอาน”

อันดับแรก “ประเภทของบทอาน” จะใชบทอานที่มีรูปแบบหลาก

หลายโดยคํานึงถึงสิ่งแวดลอมที่อยูรอบตัวผูสอบ ดังนี้

หัวเรื่อง

และเนื้อหา

ของบทอาน

สิ่งที่เกี่ยวของกับการเรียน สิ่งที่ใชจริงที่พบเห็นใน

ชีวิตประจําวัน สิ่งที่เกี่ยวของกับงาน เปนตน

ชนิดของ

บทอาน

ขอความอธิบาย ขอความแสดงความคิดเห็น 

บทวิจารณ ความเรียง ขอความประชาสัมพันธ

ที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน เอกสารที่ใชในงาน

รูปแบบของ

บทอาน

รูปแบบบทความทั่วไป การเขียนเปนหัวขอ ตาราง

และกราฟ

ลําดับตอไปจะขอกลาวถึง “วิธีการอาน” ซึ่งมีอยู 4 แบบ ดังนี้

บทอานทั้งหมด บทอานบางสวน

อานแบบเร็ว
A. อานทั้งหมด

   อยางรวดเร็ว

B. อานบางสวน

   อยางรวดเร็ว

อานแบบละเอียด
C. อานทั้งหมด

   อยางละเอียด

D. อานบางสวน

   อยางละเอียด

ผลจากการที่นําหลักการเหลานี้มาพิจารณาโครงสรางขอสอบ 

ทําใหมีรูปแบบเพิ่มเติมขึ้นมาใหม 2 แบบคือ โจทยที่วัด “ความเขาใจ

แบบบูรณาการ” กับโจทยที่ให “คนหาขอมูล”

“ความเขาใจแบบบูรณาการ” เปนโจทยที่ใหเปรียบเทียบบทอาน

ทีม่คีวามสมัพนัธกนัหลายๆ บทและบูรณาการใหเปนหน่ึงเดยีว เชน 

ขอสอบประเภทที่ใหอานบทอาน 2 บทที่เขียนเรื่องเดียวกันจากจุดยืน  

ทีแ่ตกตาง แลวทาํความเขาใจจดุทีเ่หมือนและแตกตางกนัโดย “ประเภท

บทอาน” จะมีบทอานหลายๆ รูปแบบ สวน “วิธีการอาน” ก็จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ “D.อานบางสวนอยางละเอียด”

“การคนหาขอมลู” เปนโจทยที่ใหหาขอมลูทีจ่าํเปนตามวตัถุประสงค 

เชน การดูประกาศรับสมัครงานพิเศษ ผูอานจะกวาดสายตาดู

ทั้งหมดเพื่อหาขอมูลที่จําเปน เชน เงื่อนไขในการสมัคร จากนั้น

จะหาขอมูลที่เขากับเงื่อนไขของตน โดย “ประเภทบทอาน” จะเปน

รูปแบบ “ขอความประชาสัมพันธที่พบเห็นในชีวิตประจําวัน” และ 

“ขอความที่เปนหัวขอหรือตาราง” สวน “วิธีการอาน” จะตรงกับ 

“A.อานทั้งหมดอยางรวดเร็ว” และ ”B.อานบางสวนอยางรวดเร็ว”
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「箇
か

条
じょう

書
が

きや表
ひょう

」などの形
けい

式
しき

が考
かんが

えられます。「どのよ

うに情
じょう

報
ほう

を得
え

るか」という観
かん

点
てん

では、「Ａ．全
ぜん

体
たい

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」「Ｂ．一
いち

部
ぶ

を迅
じん

速
そく

に読
よ

む」に該
がい

当
とう

します。

■聴
ちょうかい
解

聴
ちょう

解
かい

とは、聞
き

き手
て

が話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を聞
き

き、課
か

題
だい

や目
もく

的
てき

に応
おう

じて、言
げん

語
ご

知
ち

識
しき

や 話
わ

題
だい

に関
かん

する知
ち

識
しき

とそれらを

利
り

用
よう

する能
のう

力
りょく

を合
あ

わせて使
し

用
よう

しながら、情
じょう

報
ほう

を処
しょ

理
り

し、

理
り

解
かい

していく過
か

程
てい

です。現
げん

実
じつ

のコミュニケーションで

は、聞
き

き手
て

は、一
いっ

方
ぽう

的
てき

に情
じょう

報
ほう

を受
う

け取
と

るだけの受
うけ

身
み

的
てき

な存
そん

在
ざい

ではありません。聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

は、状
じょう

況
きょう

によっ

て様
さま

々
ざま

に異
こと

なります。例
たと

えば、ラジオやアナウンスを

聞
き

く状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

は話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

す

るだけですが、対
たい

面
めん

で会
かい

話
わ

している状
じょう

況
きょう

では、聞
き

き手
て

にもあいづち、応
おう

答
とう

、話
はな

す順
じゅん

番
ばん

の交
こう

替
たい

などが求
もと

められ

ます。新
しん

試
し

験
けん

では、発
はつ

話
わ

の内
ない

容
よう

を理
り

解
かい

するだけでなく、

応
おう

答
とう

が求
もと

められる聞
き

き手
て

の役
やく

割
わり

を設
せっ

定
てい

した問
もん

題
だい

として、

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」と「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」という二
ふた

つの問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

が

新
あたら

しく加
くわ

わりました。

「即
そく

時
じ

応
おう

答
とう

」は、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

にどのように応
おう

答
とう

するの

がふさわしいかを即
そく

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。短
みじか

い発
はつ

話
わ

と、それに対
たい

する応
おう

答
とう

の選
せん

択
たく

枝
し

が音
おん

声
せい

で示
しめ

されて、相
あい

手
て

の発
はつ

話
わ

への応
おう

答
とう

としてふさわしい

ものを選
せん

択
たく

します。

「発
はつ

話
わ

表
ひょう

現
げん

」は、場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

にふさわしい発
はつ

話
わ

を即
そく

 

時
じ

に判
はん

断
だん

できるかどうかを問
と

う問
もん

題
だい

です。挨
あい

拶
さつ

・依
い

頼
らい

・許
きょ

可
か

求
もと

めなどのよく使
つか

われる表
ひょう

現
げん

を主
おも

に扱
あつか

ってい

ます。場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

は、音
おん

声
せい

による状
じょう

況
きょう

説
せつ

明
めい

とイラスト

で示
しめ

されます。この問
もん

題
だい

は聴
ちょう

解
かい

の他
ほか

の問
もん

題
だい

とは異
こと

なり、

話
はな

し手
て

の発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

する形
けい

式
しき

となっています。実
じっ

際
さい

の

コミュニケーションでは、発
はつ

話
わ

が場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

に合
あ

って

いるかどうか判
はん

断
だん

することも必
ひつ

要
よう

な力
ちから

だと考
かんが

えられま

すので、新
しん

試
し

験
けん

では、適
てき

切
せつ

な発
はつ

話
わ

を選
せん

択
たく

枝
し

から選
えら

ぶと

いう問
もん

題
だい

形
けい

式
しき

を聴
ちょう

解
かい

問
もん

題
だい

として設
もう

けました。

《今
こん
後
ご
の予
よ
定
てい
》

『新
あたら

しい「日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

」ガイドブック』はすで

に公
こう

開
かい

されましたが、今
こん

後
ご

、英
えい

語
ご

版
ばん

も作
さく

成
せい

する予
よ

定
てい

です。

試
し

験
けん

の実
じっ

施
し

については、今
こ と し

年 12 月
がつ

に現
げん

行
こう

試
し

験
けん

とし

ては最
さい

後
ご

の日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

され、来
らい

年
ねん

７月
がつ

に

第
だい

１回
かい

の新
しん

試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

されます。来
らい

年
ねん

７月
がつ

の第
だい

１回
かい

新
しん

試
し

験
けん

は、Ｎ１からＮ３までの３レベルのみ実
じっ

施
し

されま

す。 来
らい

年
ねん

12 月
がつ

の第
だい

２回
かい

試
し

験
けん

からは、Ｎ１からＮ５ま

■ การฟง
การฟงคือกระบวนการท่ีฟงคูสนทนาคุยและทําความเขาใจกับ

ขอมูลท่ีไดมาโดยใชความรูทางดานภาษาและความรูเก่ียวกับหัวเรื่อง

ที่สนทนา รวมท้ังการใชทักษะการฟงเพื่อใหไดตามจุดประสงคที่

ตองการ ในการสื่อสารจริง ผูฟงไมไดเปนผูรับขอมูลขาวสารเพียงฝาย

เดียว บทบาทของผูฟงนั้นจะแตกตางกันตามสถานการณ เชน หาก

เปนการฟงวิทยุหรือฟงประกาศ ผูฟงจะฟงทําความเขาใจในเนื้อหา

ที่ผูพูดพูดมาเทานั้น แตถาเปนการสนทนากัน ผูฟงจะมีปฏิกิริยา

ทาทาง การโตตอบและมีการเปลี่ยนบทบาทมาเปนผูพูด ในขอสอบ

แบบใหม จะไมใชแคตองทําความเขาใจในเน้ือหาที่มีการพูดเทาน้ัน 

ยังมีขอสอบที่กําหนดบทบาทของผูฟงใหมีการโตตอบดวย โดยเพิ่ม

รูปแบบใหมเขามา 2 แบบคือ “การตอบอยางฉับพลัน” กับ “สํานวน

การพูดคุย”

“การตอบอยางฉับพลัน” เปนขอสอบที่วัดวาผูสอบสามารถบอก

ไดอยางรวดเร็วไดหรือไมวาจะตอบส่ิงท่ีอีกฝายกลาวมาใหเหมาะสม

ไดอยางไร ซึ่งจะเปนบทสนทนาสั้นๆ และจะมตีัวเลือกที่เปนคําตอบ

แบบใหฟงเสียง ผูสอบจะตองเลือกคําตอบที่เหมาะสม

“สํานวนการพูดคุย” เปนขอสอบวัดวาผูสอบสามารถบอกไดอยาง

รวดเร็วหรือไมวาสํานวนคําพูดใดท่ีเหมาะสมหรือเขากับสถานการณ

นั้น โดยเนนสํานวนที่ใชบอยๆ ในการทักทาย การขอรอง การขอ

อนุญาต ซึ่งจะนําเสนอสถานการณโดยใชเสียงในการอธิบายและ 

ใชภาพประกอบ ขอสอบนี้จะแตกตางจากขอสอบฟงอื่นๆ ตรงที่เปน

รูปแบบใหเลือกบทพูดของผูพูด ในการสนทนาจริง ผูพูดจําเปนตองมี 

ความสามารถที่จะแยกแยะไดวาบทพูดน้ันเขากับสถานการณไดหรือ

ไม ในขอสอบแบบใหมจึงมีรูปแบบขอสอบการฟงที่เปนโจทยใหเลือก

บทพูดที่เหมาะสม

กําหนดการตอจากนี้
“คูมือขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนแบบใหม” ภาษาญี่ปุนไดมีการ

เผยแพรเรียบรอยแลว ตอจากนี้จะมีกําหนดทําคูมือฉบับภาษาอังกฤษ

สําหรับการจัดสอบนั้น เดือนธันวาคมปนี้จะเปนการจัดสอบวัด

ระดับในรูปแบบปจจุบันเปนครั้งสุดทาย และเดือนกรกฎาคม ปหนา

จะจัดสอบขอสอบแบบใหมครั้งที่ 1 ซึ่งจะจัดสอบ 3 ระดับเทานั้นคือ

ระดับ N1-N3 และการสอบครั้งที่ 2 ซึ่งจัดในเดือนธันวาคม ปหนา จะ

จัดสอบทุกระดับตั้งแตระดับ N1-N5 การจัดสอบขอสอบแบบใหมนี้จะ
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で全
ぜん

レベルが実
じっ

施
し

され、毎
まい

年
とし

７月
がつ

と 12 月
がつ

の２回
かい

実
じっ

施
し

になります。ただし、海
かい

外
がい

では７月
がつ

の試
し

験
けん

を実
じっ

施
し

しな

い国
くに

・地
ち

域
いき

があります。できるだけ多
おお

くの国
くに

・地
ち

域
いき

で

実
じっ

施
し

する予
よ

定
てい

ですが、詳
くわ

しいことは日
に

本
ほん

語
ご

能
のう

力
りょく

試
し

験
けん

ホ

ームページをご覧
らん

ください。

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37

　国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金バンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化セ

ンター (JFBKK) では、2009 年
ねん

4 月
がつ

20 日
にち

( 月
げつ

) か ら 5 月
がつ

1 日
にち

( 金
きん

) ま

での 2 週
しゅうかん

間、第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育

研
けんしゅうかい

修会（通
つうしょう

称「集
しゅうちゅう

中研
けんしゅう

修」）を開
かいさい

催し

ました。前
ぜんはん

半の 5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コ

ース①」と「日
に ほ ん ご

本語コース」、後
こうはん

半の

5
い

日
つかかん

間は「教
きょうじゅほう

授法コース②」を実
じ っ し

施

しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース①」では「授
じゅぎょう

業を生
い

き生
い

きさせるリソ

ースの活
かつようほ う

用法－初
しょきゅう

級授
じゅぎょう

業を中
ちゅうしん

心に－」と題
だい

し、教
きょうかし ょ

科書

授
じゅぎょう

業を活
か っ せ い か

性化するリソース（補
ほ じ ょ

助教
きょうざい

材）とその活
かつよ う

用

方
ほうほう

法の紹
しょうかい

介とともに受
じゅこうし ゃ

講者による模
も ぎ

擬授
じゅぎょう

業を行
おこな

いまし

た。

「日
に ほ ん ご

本語コース」は「学
がっこう

校で使
し よ う

用する日
に ほ ん ご

本語－日
に ほ ん ご

本語

教
きょうし

師の翻
ほんやくりょく

訳力と話
はな

す力
ちから

を高
たか

める－」をテーマに実
じ っ し

施し

ました。高
こうこ う

校で教
おし

えるタイ人
じん

教
きょ う し

師にとって、日
に ほ ん

本の

高
こうこう

校との交
こうりゅう

流プログラムや日
に ほ ん じ ん

本人ゲストが学
がっこう

校を訪
ほうもん

問

する際
さい

に配
は い ふ

布する日
に ほ ん ご

本語パンフレットの準
じゅんび

備、日
に ほ ん ご

本語

による応
おうたい

対等
など

には苦
く

慮
りょ

しているという声
こえ

をよく耳
みみ

にし

ます。そのため、この研
けんしゅう

修では「話
はな

す」「聞
き

く」「読
よ

む」

「書
か

く」の能
のうりょく

力を総
そうご う て き

合的に身
み

につけるとともに、学
がっこう

校

案
あんな い

内のパンフレット、学
がっこ う

校訪
ほう も ん し ゃ

問者歓
かんげ い

迎行
ぎょう じ

事での進
しんこ う

行

のことば、 日
に ほ ん じ ん

本人ボランティア募
ぼしゅう

集案
あんない

内など各
かくがっ こ う

学校で

実
じっさい

際に必
ひつよう

要な日
に ほ ん

本語
ご

を学
がくしゅう

習しました。

「教
きょうじゅほう

授法コース②」には、周
しゅうへん

辺国
こく

のラオス、カンボジ

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ไดจัด

คอรสอบรมภาษาญี่ปุนครั้งที่ 37 ขึ้นระหวาง

วันจันทรที่ 20 เมษายน ถึงวันศุกรที่ 1 

พฤษภาคม 2552 รวม 2 สัปดาห ในสัปดาห

แรกมี 2 คอรสคือ คอรสวิธีการสอน ① และ

คอรสภาษาญี่ปุน สวนสัปดาหหลังเปนคอรส

วิธีการสอน ② 

คอรสวิธีการสอน ① หัวขอในครั้งนี้คือ 

“วิธีการใชสื่อตางๆ เพื่อสรางสีสันในการเรียนการสอนชั้นตน” วิทยากร

ไดแนะนาํสือ่และวธิกีารใชสือ่ตางๆ เพือ่ใหการเรียนการสอนภาษาญีปุ่น 

สนุกสนานและนาสนใจมากขึ้น และในทายการอบรมมีชั่วโมงสาธิต

การสอนเพื่อใหผูเขาอบรมมีโอกาสแลกเปล่ียนความคิดเห็นซ่ึงกันและ

กันดวย

คอรสภาษาญี่ปุน หัวขอในครั้งนี้คือ “การพัฒนาศักยภาพภาษา

ญี่ปุนเพื่อใชในงานโรงเรียนใหกับครูผูสอน” สําหรับครูชาวไทยที่สอน

ในโรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายมักจะประสบปญหาเกี่ยวกับ

ภาษาญี่ปุนท่ีใชในการตอนรับผูที่มาเยือนในโครงการแลกเปลี่ยนกับ

โรงเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายของญี่ปุ น หรือการจัดทําแผนพับ

ประชาสัมพันธโรงเรียนสําหรับแจกใหกับแขกชาวญ่ีปุ นที่มาเยี่ยม

โรงเรียน เพื่อเปนการแกไขปญหาดังกลาว ในคอรสนี้จึงจัดเนื้อหาเพื่อ

เพิ่มพูนศักยภาพใหครบทั้ง 4 ดานคือ “ฟง พูด อาน เขียน” พรอม

กับไดทดลองคิดและเขียนภาษาญี่ปุนท่ีคิดวาจําเปนตองใชในโรงเรียน 

เชนแผนพับประชาสัมพันธโรงเรียน คําอธิบายรายละเอียดโปรแกรม

งานตอนรบัแขกทีม่าเยอืนโรงเรยีน ใบประกาศรบัอาสาสมคัรชาวญ่ีปุน 

เพื่อมาชวยสอน เปนตน

คอรสวิธีการสอน ② ในคอรสนี้มีอาจารยสอนภาษาญี่ปุนจาก

จัดขึ้นทุกป ปละ 2 ครั้ง ทุกเดือนกรกฎาคมและเดือนธันวาคม อนึ่ง 

ในตางประเทศ บางประเทศหรือบางทองที่จะไมมีการจัดสอบในเดือน

กรกฎาคม อยางไรก็ตามจะพยายามใหมีการจัดสอบในหลายประเทศ

หรือหลายทองที่ สําหรับรายละเอียดโปรดดูเว็บไซตของการสอบวัด

ระดับภาษาญี่ปุน

第
だい

37 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育研
けんしゅうかい

修会　実
じっし

施報
ほうこく

告
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アの日
に ほ ん ご

本語教
きょうし

師がそれぞれ 2
ふ

人
たり

ずつ

計
けい

4 名
めい

が参
さ ん か

加し、タイ人
じん

教
きょうし

師と交
こうりゅう

流

しながら学
まな

びました。このコースで

は「初
しょきゅう

級後
こう

半
はん

～中
ちゅうきゅう

級の授
じゅぎょう

業デザイ

ン」と題
だい

し、学
がくしゅう

習しにくく教
おし

えにく

い初
しょきゅう

級後
こうはん

半～中
ちゅうきゅう

級の段
だんかい

階に焦
しょうてん

点を合
あ

わせ、授
じゅぎょう

業改
かいぜん

善のヒントを紹
しょうかい

介する

とともに受
じゅこう し ゃ

講者による模
も ぎ

擬授
じゅぎょう

業を行
おこな

いました。

今
こんかい

回の集
しゅうちゅう

中研
けんしゅう

修では合
ごうけい

計 64 人
にん

の教
きょうし

師が参
さ ん か

加し、新
あたら

し

いことを学
まな

ぶとともに日
ひ ご ろ

頃の授
じゅぎょう

業での問
もんだいて ん

題点を解
かいけつ

決し

たり新
あら

たなネットワークを形
けいせい

成するきっかけとなりま

した。

ประเทศลาว กัมพูชา ประเทศละ 2 คน รวม

ทั้งสิ้น 4 คน มาเขารวมการอบรมกับอาจารย

ชาวไทยดวย จึงนับวาเปนโอกาสดีสําหรับ

ผู เขาอบรมในคอรสน้ีซึ่งนอกจากจะไดรับ

ความรูจากการอบรมแลว ยังสามารถแลก

เปลี่ยนความคิดเห็นตางๆ เกี่ยวกับการเรียน

การสอนภาษาญี่ปุนของแตละประเทศไดอีก

ดวย หัวขอในคอรสนี้คือ “การวางแผนการ

สอนคอรสที่กําลังกาวสูคอรสชั้นกลาง” เนื้อหาจะเนนเกี่ยวกับแนวการ

สอนสําหรับคอรสที่กําลังจะกาวขึ้นสูคอรสชั้นกลาง เพื่อเปนแนวทาง

ในการจดัการเรยีนการสอน และทายการอบรมกม็ชีัว่โมงสาธติการสอน 

เชนเดียวกัน

ในการอบรมครั้งนี้มีอาจารยเขาอบรมทั้งหมดประมาณ 64 คน ผู

เขาอบรมนอกจากไดรับความรูเกี่ยวกับการเรียนการสอนภาษาญ่ีปุน

แลว ยังสามารถนําความรูนั้นมาปรับเปลี่ยนแกไขปญหาในการเรียน

การสอนของตนเอง และในขณะเดียวกันก็เปนการสรางเครือขายใน

แวดวงของผูสอนภาษาญี่ปุน

กิจกรรมที่ระลึกในการเปดใหบริการหองสมุดภายหลังปดปรับปรุง
JFBKK改

かいそう

装記
きね ん

念イベント

タイでは、いま“日
に

本
ほん

ブーム”。

毎
まいにち

日の生
せいかつ

活の中
なか

で日
に ほ ん

本料
りょうり

理を楽
たの

しん

だり、日
に

本
ほん

各
かく

地
ち

を旅
りょこう

行したりするタ

イの人
ひとびと

々は、いまではもう珍
めずら

しくあ

りません。日
に

本
ほん

語
ご

を学
まな

ぶ人
ひと

も、この

10年
ねんかん

間で約
やく

2 倍
ばい

に増
ふ

えて、7万
まんにん

人

を超
こ

えています。その理
り

由
ゆう

の一
ひと

つと

して、アニメ、漫
まん

画
が

、ファッション、

音
おんがく

楽など、日
に

本
ほん

のポップ・カルチャーの人
にん

気
き

があると

言
い

われています。

そこで、国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金バンコク日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

センターで

は、特
とく

にタイの若
わかもの

者がいつでも日
に

本
ほん

のポップ・カルチ

ャーを見
み

たり聴
き

いたりできるように、本
ほんねん

年 4 月
がつ

の図
と

書
しょ

館
かん

の改
かいそう

装と併
あわ

せて、「ポップ・カルチャー・コーナー」

を新
しん

設
せつ

しました。このコーナーでは、毎
まい

月
つき

配
はい

信
しん

される

40曲
きょく

の新
しん

譜
ぷ

を中
ちゅう

心
しん

にした J-POP が視
し

聴
ちょう

できるほか、ア

ニメや漫
まん

画
が

、ファッション雑
ざっ

誌
し

、人
にん

気
き

アーティストの

ในปจจุบันประเทศไทยมีภาวะการณ 

“ญี่ปุนบูม” เราจะเห็นเปนเรื่องปรกติที่มีผูชื่น

ชอบรับประทานอาหารญี่ปุนเปนประจํา หรือ

มีผูนิยมเดินทางทองเท่ียวไปยังภูมิภาคตางๆ 

ของญี่ปุน จํานวนผูที่เรียนภาษาญี่ปุนเพิ่มขึ้น

ถึงสองเทาในชวงเวลา 10 ปที่ผานมา เปน

จํานวนกวา 7 หมื่นคน สาเหตุหนึ่งก็คือ การ

ที่ปอปคัลเจอรของญี่ปุน อาทิเชน อนิเมชั่น 

การตูน แฟชั่น หรือดนตรี ไดรับความนิยม

ดงันัน้ เพือ่ใหเยาวชนไทยไดมโีอกาสสมัผัสปอปคลัเจอรของญีปุ่น 

ทั้งการชมและการฟง เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ จึงไดทําการ

ปรับปรุงหองสมุด พรอมกับจัด “มุมปอปคัลเจอร” ขึ้นมาใหม มุมนี้

นอกจากผูใชบริการสามารถชมและฟงผลงานเพลงของศิลปน J-Pop 

ที่สงตรงมาจากญี่ปุนทุกเดือนๆ ละ 40 เพลงแลว ยังสามารถอาน

การตูน นิตยสารแฟชั่น หรือชมดีวีดีการแสดงสดของศิลปนที่ไดรับ

ความนิยมอีกดวย

เมื่อวันที่ 30 มิถุนายนที่ผานมา เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ได
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ライブDVDなども自
じ

由
ゆう

に見
み

ること

ができます。

当
とう

センターでは今
こん

回
かい

の改
かいそう

装を記
き

念
ねん

して、去
さ

る 6月
がつ

30 日
にち

にタイの

高
こうこうせい

校生を主
おも

な対
たいしょう

象に、日
に ほ ん ご

本語とポッ

プ・カルチャーに焦
しょう

点
てん

を絞
しぼ

ったイベ

ントを開
かいさい

催しました。タイ 語
ご

版
ばん

が

発
はつばい

売されたばかりの『DVDで学
まな

ぶ 

日
に

本
ほん

語
ご

 エリンが挑
ちょうせん

戦！にほんごでき

ます。』を使
つか

った模
も

擬
ぎ

授
じゅ

業
ぎょう

や、「エリ

ン・マンガ吹
ふ

き出
だ

しコンテスト」を

実
じ っ し

施したほか、現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

の若
わかもの

者のフ

ァッションや生
せいかつ

活スタイルを独
どくとく

得の

タッチで描
えが

いた青
せい

春
しゅん

コメディ「下
しもつま

妻

物
ものがたり

語」（監
かん

督
とく

中
なか

島
じま

哲
てつ

也
や

）の上
じょう

映
えい

会
かい

も

併
あわ

せて行
おこな

いました。

模
も

擬
ぎ

授
じゅ

業
ぎょう

では、当
とう

センター講
こう

師
し

が「エリン」の映
えいぞう

像

を使
つか

った授
じゅぎょう

業を 1時
じ

間
かん

にわたって実
じっ

施
し

しましたが、特
とく

にクイズを取
と

り入
い

れた授
じゅ

業
ぎょう

は盛
も

り上
あ

がり、参
さん

加
か

した

高
こ う

校生
せい

からは、「先
せんせい

生の教
おし

え方
かた

が上
じょう

手
ず

で、とても楽
たの

しい

授
じゅ

業
ぎょう

でした。」、「エリンのことを知
し

らなかったのですが、

今
き ょ う

日の授
じゅ

業
ぎょう

を受
う

けて、とても楽
たの

しい教
きょう

材
ざい

だと分
わ

かりま

した。」などの感
かんそう

想をいただいています。

「エリン・マンガ吹
ふ

き出
だ

しコンテスト」は、「エリン」

に掲
けいさい

載されているマンガの吹
ふ

き出
だ

しに自
じ

由
ゆう

に日
に

本
ほん

語
ご

の

セリフを入
い

れてもらい、ストーリーや連
れんそう

想の面
おもしろ

白さを

競
きそ

うコンテストです。83の応
おう

募
ぼ

があり、その中
なか

から特
とく

に面
おもしろ

白い作
さくひん

品を 4点
てん

選
えら

び、表
ひょう

彰
しょう

しました。

まだスタートしたばかりの「ポップ・カルチャー・コ

ーナー」ですが、これからもタイの多
おお

くの若
わか

者
もの

に利
り

用
よう

し

ていただけるように、さらに充
じゅうじつ

実させてまいります。

จัดกิจกรรมภาษาญ่ีปุนและปอปคัลเจอรเพ่ือ

เปนที่ระลึกในการเปดใหบริการหองสมุดภาย

หลังการปรับปรุง โดยมีนักเรียนมัธยมศึกษา

ตอนปลายเข าร  วมกิจกรรมดังกล าว ซ่ึง

ประกอบดวยช่ัวโมงสาธิตการสอนภาษาญ่ีปุน

โดยใชตํารา “เปดโลกภาษาญ่ีปุ นกับเอริน” 

    (Let’s learn Japanese by DVD 

Erin’s Challenge! I Can Speak Japanese) 

ฉบับภาษาไทยที่วางจําหนายเมื่อเร็วๆ นี้ การ

ประกวด Erin Manga Contest และปดทาย

ดวยการฉายภาพยนตรเร่ือง Shimotsuma 

Monogatari (กํากับการแสดงโดย Tetsuya 

NAKAJIMA) ซึ่งเปนภาพยนตรวัยรุ นแนว

คอมเมดี้ที่แสดงใหเห็นถึงการใชชีวิต แฟชั่น

ของวัยรุนญี่ปุนในยุคปจจุบัน

ในชัว่โมงสาธติการสอน อาจารยประจาํฝายภาษาญีปุ่นไดใชภาพ 

ดีวีดีจากตํารา “เปดโลกภาษาญี่ปุนกับเอริน” มาประกอบการเรียนการ

สอน 1 ชั่วโมง โดยเฉพาะอยางยิ่งชวงตอบปญหาเปนชวงที่สนุกสนาน

มาก  นักเรียนมัธยมศึกษาตอนปลายที่เขารวมกิจกรรมไดแสดงความ

คิดเห็นตางๆ เชน “อาจารยสอนเกง เปนชั่วโมงเรียนที่สนุกมาก” “ไม

เคยรูจักตําราเอริน วันนี้ไดมารวมชั่งโมงสาธิตการสอน ทําใหทราบวา

เปนตําราที่ใหความสนุกสนาน”

การประกวด Erin Manga Contest นั้น ใหนักเรียนคิดและเติมคํา

พูดเปนภาษาญี่ปุนใหสอดคลองกับภาพการตูนที่มีอยูในตํารา เปนการ

แขงขันความนาสนใจของเรื่องราวหรือความคิดสรางสรรค ผลงานที่

เขาประกวดมีทั้งหมด 83 ชิ้น โดยมีผลงานที่มีความนาสนใจจํานวน 4 

ชิ้น ไดรับการคัดเลือกใหไดรับรางวัล

มุมปอปคัลเจอรแมเพิ่งเปดใหบริการมาไมนานนัก หวังวาจะมีวัย

รุนชาวไทยจํานวนมากมาใชบริการกันอยางเต็มที่

『DVDで学
まな

ぶ 日
に

本
ほん

語
ご

 エリンが挑
ちょうせん

戦！にほんご

できます』

สัมมนาการเรียนการสอนภาษาญี่ปุนครั้งที่ 1 ประจําป 2552
2009 年

ねん ど

度第
だい

1 回日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育セミナー報
ほうこく

告

8 月
がつ

1
ついたち

日（土
ど

）に 2009 年
ね ん ど

度第
だい

1 回
かい

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育セミナー「『ウチ』と『ソト』

を結
むす

ぶ体
たいけん

験交
こうりゅうがた

流型日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習――活
かつどう

動の

デザイン」を実
じ っ し

施しました。セミナーは

午
ご ぜ ん

前 9 時
じ は ん

半から午
ご ぜ ん

前 12 時
じ

まで行
おこな

われ、

タイ人
じん

教
きょう し

師、日
に ほ ん じ ん

本人教
きょうし

師合
あ

わせて 54 名
めい

เมื่อวันเสารที่ 1 สิงหาคม 2552 ที่ผานมา 

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ไดจัดสัมมนาการเรียน

การสอนภาษาญี่ปุนครั้งที่ 1 ในหัวขอ “การเชื่อม

โยงการเรียนภาษาญี่ปุน “ใน” หองเรียนกับ “นอก” 

หองเรียนดวยประสบการณจริง - การออกแบบ

กิจกรรมและการปฏิบัติจริง - “การสัมมนาครั้งนี้
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อบรมภาษาญี่ปุนสัญจร – ครูสอนภาษาญี่ปุนชาวไทยระดับมัธยมศึกษา
地
ちほう

方在
ざいじゅう

住高
こうこう

校教
きょうし

師対
たいしょう

象の研
けんしゅうかい

修会実
じっ し

施報
ほうこく

告

7 月
がつ

から 10 月
がつ

にかけて以
い か

下の 5つの

地
ち ほ う

方で、国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金主
しゅさい

催の研
けんしゅうかい

修会が開
かい

催
さい

されました。日
に ほ ん ご

本語をつかう機
き か い

会の少
すく

ない、地
ち ほ う

方在
ざいじゅう

住の高
こうこ う

校日
に ほ ん ご

本語教
きょう し

師のた

めの研
けんしゅうかい

修会で、内
ないよう

容は少
すこ

し難
むず

しい日本語

文
ぶんぽう

法の見
み な お

直しや、自
じ ぶ ん

分ひとりで日
に ほ ん ご

本語ブ

ラッシュアップの勉
べんきょう

強をするための手
て

が

かりになる方法
ほう

など、実
じつようせい

用性の高
たか

いもの

を取
と

り上
あ

げています。研
けんしゅうかい

修会の期
き か ん

間は一
いちにち

日から二
ふ つ か か ん

日間

でしたが、中
なか

には二
ふ つ か め

日目の朝
あさ

の研
けんしゅう

修開
か い し ま え

始前から早
はや

めに

集
あつ

まって、自
じ し ゅ て き

主的に勉
べんきょうかい

強会を開
ひら

くなど、熱
ねっしん

心な姿
すがた

も見
み

られました。この研
けんしゅうかい

修会は勉
べんきょう

強の機
き か い

会を提
ていきょう

供するだけ

でなく、参
さ ん か し ゃ

加者同
ど う し

士のお互
たが

いの情報交
こうりゅう

流の場
ば

も提
ていきょう

供す

る大
たいへん

変有
ゆ う い ぎ

意義な時
じ か ん

間となります。これからも引
ひ

き続
つづ

き

の参
さ ん か

加がありました。講
こ う し

師は国
こく さ い

際

交
こうりゅう

流基
き き ん

金派
は け ん

遣日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育専
せ ん も ん か

門家とし

てコンケン大
だいがく

学教
きょういく

育学
が く ぶ

部に派
は け ん

遣され

ている西
に し の

野藍
あい

先
せんせい

生でした。

まず、数
すうめい

名のグループを作
つく

り、み

んなでゲームをしました。これによ

って場
ば

が和
なご

みました。その後
あと

で、教
きょう

室
しつない

内と教
きょうしつがい

室外をつなげる日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習活
かつどう

動の理
り ろ ん て き

論的背
はいけい

景

と、このような活
かつどう

動をする際
さい

の流
なが

れについて説
せつめい

明があ

りました。そして、バンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターの教
きょうし

師

研
けんしゅう

修で実
じっさい

際にやった活
かつどう

動が紹
しょう

介
かい

されました。

セミナー後
こうはん

半では、日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化・日
に ほ ん

本事
じじょう

情を授
じゅぎょう

業で扱
あつか

う際
さい

に有
ゆうこう

効なリソースについて紹
しょうかい

介がありました。そ

の後
あと

で、グループになって、日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化・日
に ほ ん

本事
じじょう

情につ

いて教
おし

えた経
けいけん

験や使
つか

ったことがあるリソースなどにつ

いて話
はな

し合
あ

い、全
ぜんたい

体でアイディアを共
きょうゆう

有しました。

バンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターの図
と し ょ か ん

書館では、このセミ

ナーの模
も よ う

様を録
ろ く が

画した DVDが視
しちょう

聴できますので、参
さ ん か

加

できなかった方
かた

は是
ぜ ひ

非ご覧
らん

ください。また、当
とうじつ

日配
は い ふ

布

した資
しりょ う

料の一
い ち ぶ

部がバンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターのウェ

ブサイトからダウンロードできますので、興
きょう み

味のあ

る方
かた

はご覧
らん

ください。http://www.jfbkk.or.th/2009/

japan_seminar.php3

จัดขึ้นระหวางเวลา 9.30-12.00 น. โดยมีผู

รวมสัมมนาทั้งอาจารยชาวไทยและชาวญ่ีปุน

จํานวน 54 คน วิทยากรในการบรรยายคือ 

อาจารยนิชิโนะ อาอิ ผูเชี่ยวชาญภาษาญี่ปุน

ของเจแปนฟาวนเดชั่นซ่ึงขณะน้ีประจําอยูที่

คณะศึกษาศาสตร มหาวิทยาลัยขอนแกน

การสัมมนาเร่ิมจากการแบงกลุมรวมเลน

เกมกนักอน ซึง่การเลนเกมน้ีกช็วยทาํใหบรรยากาศเปนกนัเองมากขึน้

หลังจากนั้นวิทยากรจึงไดบรรยายปูพื้นความรู ในเชิงทฤษฎีของ

กิจกรรมการเรียนภาษาญี่ปุนท่ีเช่ือมโยงภายในกับภายนอกหองเรียน

และลําดับขั้นตอนในการทํากิจกรรมดังกลาวนี้ดวย พรอมกับแนะนํา

กิจกรรมซ่ึงไดปฏิบัติจริงในคอรสอบรมครูสอนภาษาญี่ปุนของเจแปน 

ฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ 

สวนครึ่งหลังของการสัมมนา วิทยากรไดแนะนําแหลงเรียนรูที่มี

ประโยชน ซึง่สามารถนาํไปใชสอนวฒันธรรมญ่ีปุนและเรือ่งราวเหตกุารณ

ทีเ่กิดขึ้นในสังคมญี่ปุนในชั่วโมงเรียนได หลังจากนั้นจึงแบงกลุมเพื่อ

พูดคุยถึงประสบการณการสอนเกี่ยวกับสังคมวัฒนธรรมญ่ีปุนและ

แหลงเรียนรูที่ผูรวมสัมมนาเคยใชสอน และรวมแลกเปลี่ยนความคิด

เห็นกันระหวางผูรวมสัมมนาทั้งหมด

สําหรับทานที่ไมไดเขารวมสัมมนาในครั้งน้ี สามารถรับชมไดใน

รูปแบบของดีวีดีที่หองสมุดเจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ และสามารถ

ดาวนโหลดเอกสารการสัมมนาบางสวนไดจากทางเว็บไซตของเจแปน

ฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ http://www.jfbkk.or.th/2009/japan_seminar.

php3

ตัง้แตเดอืนกรกฎาคมถงึเดือนสงิหาคม เจแปน 

ฟาวนเดชัน่ กรงุเทพฯ ไดจดัอบรมภาษาญีปุ่นสญัจร

ขึ้นใน 4 จังหวัดตามรายละเอียดดานลางน้ี การ

อบรมสัญจรน้ีจัดขึ้นสําหรับครูสอนภาษาญี่ปุ น

ระดับมัธยมศึกษาท่ีไมคอยมีโอกาสไดใชภาษา

ญี่ปุนมากนักและอาศัยอยูในสวนภูมิภาค หัวขอ

อบรมจึงไดนําเอาไวยากรณที่มีเน้ือหาคอนขาง

ยากมาทบทวน วิธีการเรียนรูภาษาญี่ปุนเพิ่มเติม

ดวยตนเอง และเรื่องที่สามารถนําไปปฏิบัติไดจริง

แมระยะเวลาการอบรมจะเพียงแค 1-2 วัน แตก็ไดเห็นถึงความ

ตั้งใจของผู เขาอบรมทุกทานท่ีมักจะมารวมตัวกันกอนเวลาอบรม

ในเชาวันที่สองเพื่อแลกเปลี่ยนความรูภาษาญี่ปุนกันเอง การอบรม

สัญจรจึงไมใชเพียงเปนการเปดโอกาสในการเรียนภาษาญี่ปุนเทานั้น 

แตยังเปนชวงเวลาที่มีคายิ่งที่ผู เขาอบรมไดมาแลกเปลี่ยนขอมูล

トランにて
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各
か く ち

地で開
かいさい

催していきたいと考
かんが

えています。

取
と

り上
あ

げたテーマ

7月 11日

 ～ 12 日

トラン県
けん

タマリン・タナーホテル

「あきこと友だち」にない

日
に ほ ん ご

本語能
のうりょく

力試
し け ん

験 3 級
きゅう

および

大
だいがく

学入
にゅうし

試に出
で

る文
ぶんぽう

法項
こうもく

目―

受
うけ み

身・使
しえ き

役・使
しえ き

役を中
ちゅうしん

心に

7月 18日

 ～ 19 日

ウボンラチャタニー県
けん

ウィチットラー高
こうこう

校

中
ちゅうきゅう

級レベルの自
じりつ が た

律型日
に ほ ん ご

本語

学
がくしゅうほう

習法

7月 25日 カンペーンペット県
けん

カンペーンペットピッタ

ヤム高
こうこう

校

受
う け み

身・使
しえ き

役の文
ぶんぽう

法

8月 15日

 ～ 16 日

ナコンラチャシーマー県
けん

スラナーリウィッタヤー

高
こうこう

校

 使
し え き

役・受
う け み

身・敬
け い ご

語の文
ぶんぽう

法と

大
だいがく

学入
にゅうし

試に出
しゅつだい

題される読
どっかい

解

問
もんだい

題

10月 8日

～ 9日

ノンカーイ県
けん

パトムテープウィタヤー

カーン高校

日
に ほ ん ご

本語リソースの活
かつよう

用方
ほうほう

法

ขาวสารซึ่งกันและกัน ตอจากน้ี เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ จะได

จัดอบรมสัญจรเชนนี้ในที่ตางๆ ตอไป

หัวขออบรม
วันท่ี 11-12 

กรกฎาคม

จังหวัดตรัง

โรงแรมธรรมรินทรธนา

เนนเรื่องไวยากรณระดับ 3 

ที่ไมมีในตําราเรียน “อะกิ

โกะโตะโทะโมะดะจิ” และ

ไวยากรณเรื่องรูปถูกกระทํา 

รูปใหกระทํา รวมถึงรูปถูกให

กระทํา ที่มักออกในขอสอบ

เขามหาวิทยาลัย

วันท่ี 18-19 

กรกฎาคม

จังหวัดอุบลราชธานี

โรงเรียนวิจิตราพิทยา

วิธีการศึกษาภาษาญี่ปุนระดับ

กลางดวยตนเอง

วันที่ 25  

กรกฎาคม

จังหวัดกําแพงเพชร

โรงเรียนกําแพงเพชร 

พิทยาคม

ไวยากรณเรื่องรูปถูกกระทํา

และรูปใหกระทํา

วันที่ 15-16 

สิงหาคม

จังหวัดนครราชสีมา

โรงเรียนสุรนารีวิทยา

ไวยากรณเรื่องรูปถูกกระทํา

รูปใหกระทําและคําสุภาพ  

รวมถึงข อสอบการอ าน

ที่มักออกในข อสอบเข า

มหาวิทยาลัย

วนัที ่8-9

ตลุาคม

จังหวัดหนองคาย

โรงเร ียนปทุมเทพ-

วิทยาคาร

วิธีการใชสื่อการสอนภาษา

ญี่ปุน

การประกวดสุนทรพจนครั้งที่ 36
第
だい

36 回
かい

日
に ほ ん ご

本語弁
べんろん

論大
たいかい

会

「第
だい

36 回
かい

日
に ほ ん ご

本語弁
べんろん

論大
たいかい

会」が、在
ざい

タイ日
に ほ ん こ く

本国大
た い し か ん

使館、

タイ国
こくもと

元日
に ほ ん

本留
りゅうがくせい

学生協
きょうかい

会、国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金バンコク日
に ほ ん

本

文
ぶ ん か

化センター等
とう

の共
きょうさい

催で、去
さ

る 8 月
がつ

23 日
にち

に AUA 

Auditorium において開
かいさ い

催されました。上
じょう

位
い

入
にゅうしょうしゃ

賞者は

以
い か

下のとおりです。

การประกวดสุนทรพจนครั้งที่ 36 ไดจัดขึ้นในวันที่ 23 สิงหาคม

ที่ผานมาที่หอประชุม AUA โดยสถานเอกอัครราชทูตญี่ปุนประจํา

ประเทศไทย สมาคมนักเรียนเกาญี่ปุน ในพระบรมราชูปถัมภ เจแปน 

ฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ และองคกรญ่ีปุนอื่นๆ ในประเทศไทย รายชื่อ

ผูชนะเลิศและรองชนะเลิศมีดังตอไปน้ี
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ชื่อผูเขาประกวด
氏
し め い

名
หัวขอ
演
えんだい

題
รางวัล
賞
しょうひん

品

บุคคลทั่วไป
一
いっぱん

般の部
ぶ

ชนะเลิศ

優
ゆうしょう

勝

น.ส.ธิตินาฎ ดาลาด

MS. THITINART DARLARD

ครูที่ดี
いい先

せんせい

生
ทัศนศึกษาที่ญี่ปุน 1 สัปดาห

1 週
しゅうかん

間の日
に ほ ん

本研
けんしゅう

修

รองชนะเลิศ

準
じゅんゆうしょう

優 勝

น.ส.ฉมานันท วัฒนรงคุปต

MS.CHAMANAN 

WATTANARONGKUP　

สิ่งที่คุณพอบอกฉัน

父
ちち

が私
わたし

に教
おし

えてくれたこと

กลองวิดีโอ SD Card

SD Camcorder

มหาวิทยาลัย วิ
ชาเอก
ภาษาญี่ปุน
大
だいがくせい

学生の部
ぶ

ชนะเลิศ

優
ゆうしょう

勝

น.ส.ปรมาภรณ ยุววิทยา

MS.PRAMAPORN 

YUWAWITHAYA

ไมมีอะไรที่เราทําไมได
できないことなんてない

ทัศนศึกษาที่ญี่ปุน 6 สัปดาห 
ในโครงการ JENESYS
JENESYS プログラムによる
6週
しゅうかん

間の日
に ほ ん

本研
けんしゅう

修

รองชนะเลิศ

準
じゅんゆうしょう

優 勝

น.ส.ตาณตา เตียงทอง

MS.TANNATA TIANGTONG

ซึนามิ
ツナミ

ทัศนศึกษาที่ญี่ปุน 1 สัปดาห

1 週
しゅうかん

間の日
に ほ ん

本研
けんしゅう

修

มัธยมศึกษา
高
こうこうせい

校生の部
ぶ

ชนะเลิศ

優
ゆうしょう

勝

น.ส.มยุรี ศรีสุวรรณ

MS.MAYUREE SRISUWAN

เสนทางชีวิตของคุณ ขึ้นอยูที่ตัว 
คุณเอง

君
きみ

の人
じんせい

生、、、君
きみ

次
し だ い

第

คอมพิวเตอรโนตบุค
ノートブック

รองชนะเลิศ

準
じゅんゆうしょう

優 勝

น.ส.พิชญา พิชญวรกุล

MS.PICHAYA 

PICHAYAWARAGUL

อยากจะผิด อีกสักครั้ง!

もう一
いち ど

度間
ま ち が

違ってみたいです。

กลองวิดีโอ SD Card

SD Camcorder

ทัศนศึกษา ณ ประเทศญี่ปุนโดยทุน The Japan Foundation
日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅうしゃ

習者訪
ほうにち

日研
けんしゅう

修 ( 高
こうこうせい

校生 ) 参
さん か

加報
ほうこく

告 ( タイ語
ご

のみ )

ศิวัชร หงสประภัศร

นักเรียนชั้นมัธยมศึกษาปที่ 6 โรงเรียนราชวินิตบางเขน

เนื่องดวยผม นายศิวัชร หงสประภัศร 

นักเรียนโรงเรียนราชวินิตบางเขน ไดเขารวม

การสอบแขงขันเพื่อไปทัศนศึกษา ณ ประเทศ

ญี่ปุนที่จัดโดย The Japan Foundation ซึ่งผม

และนางสาวรตยิา คาํศรี นกัเรียนชัน้มธัยมศกึษา 

ปที่ 6 โรงเรียนศรีอยุธยา ในพระอุปถัมภฯ ได

รับคัดเลือกใหเขารวมการไปทัศนศึกษาในครั้งนี้  

การไปทัศนศึกษาใชเวลาประมาณ 15 วนั โดยออกเดินทางใน 

วันที่ 30 มิถุนายน 2552 และเดินทางกลับในวันที่ 15 กรกฏาคม 2552

การไปทศันศกึษาครัง้นีท้าํใหผมไดรบัประสบการณ

ตางๆ และความทรงจําดีๆ มากมาย ผมรูสึก

วาเปนประสบการณหน่ึงท่ีสําคัญและเปนชวง

ดีๆ ชวงหนึ่งของชีวิต เพราะเหมือนเปนการ

เปดโลกใหม ไปในที่ๆ ไมเคยไป ทําในสิ่งที่

ไมเคยทําและเปนการสงเสริมเยาวชนในทาง

ที่ถูกตองคือเปนการสงเสริมใหเยาวชนทําในสิ่งท่ีชอบและถูกตอง 

สรางสรรค เปนการเรยีนรูเพือ่นาํไปใชประโยชนในการดาํรงชวีติในอนาคต 

ตลอดชวงเวลาท่ีอยู ในประเทศญ่ีปุ นไดมีสิ่งที่ประทับใจมากมาย 
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ตั้งแตวันแรกที่ไปถึง ผมรูสึกประทับใจกับคณะ

ครูอาจารยของ The Japan Foundation ที่ศูนย

คันไซ เพราะอาจารยใหการตอนรับนักเรียนดี

มาก และยังประทับใจตัวศูนยคันไซมากคือ

เปนอาคารที่มีรูปลักษณสวยงาม ใหมและ

สะอาดมาก มีความสะดวกสบายเพียบพรอม

ทุกอยาง ไมวาจะเปนหองอาหาร หองซักรีด 

หองออกกําลังกาย หองนั่งเลนรวม หองครัว 

หองคาราโอเกะ ตูขายของอัตโนมัติตางๆ ที่มี

วางอยูทั่วศูนย รานขายของภายในศูนย front 

desk และยังมีรถของทางศูนยคอยใหบริการ 

หรือจะขี่จักรยานออกไปขางนอกก็ยังได หอง

สวนตัวก็พรอมไปดวยของใชที่มีประโยชนและ

สะดวก เปนการพักอาศัยที่สบายมากๆ ผมได

มีโอกาสเรียนรูดานวัฒนธรรมญี่ปุนและภาษา

ญี่ปุนในดานตางๆ ที่ไมเคยมีประสบการณเรียนมากอนในหองเรียน

ทัว่ไป เชน การเรยีนภาษาโอซากาหรอืภาษาที่ใชในการตนูและอนเิมะ 

ผมรูสึกสนุกไปกับการเรียนรูสิ่งใหมๆ เหลานี้มาก และคิดวาทางศูนย

จัดตารางไดลงตัวมาก ถึงแมจะมีไขหวัดสายพันธุใหม 2009 แตก็รูสึก

วาเปนการทัศนศึกษาที่สมบรูณแบบ เพราะไดมีชวงเวลาที่ไปเที่ยว

ขางนอกดวย ไมวาจะเปนที่โอซากา เกียวโต ฮิโรชิมา โตเกียว ซึ่ง

ลวนแลวแตสรางความประทับใจทั้งสิ้น อีกทั้งคนญี่ปุนที่พบก็สุภาพ

และมีมนุษยสัมพันธดีมาก มีนํ้าใจมากๆ สถาน

ที่ตางๆ ก็สวยงาม บรรยากาศดี ขาวของสินคา

ก็นาสนใจมาก ไมวาจะเปนสินคาสมัยใหมพวก

เคร่ืองใชไฟฟาหรือของที่ระลึกของฝากท่ีขาย

ตามแหลงทองเที่ยว ทําใหความคิดที่อยากจะ

เรียนตอที่ประเทศญี่ปุนนั้นแรงกลาขึ้น การเดิน

ทางครั้งนี้สงผลที่มีคากับตัวผมมากมาย เชน 

การไดเพื่อนใหมชาติตางๆ มากมาย ความ

สนุกสนานและเปนการทําใหความฝนหลายๆ 

อยางของผมเปนจริง ขอเชิญชวนนองๆ ใน

รุนตอๆ ไป มาสอบแขงขันกันเยอะๆ นะครับ

เพราะเปนโอกาสอันดทีีจ่ะไดทาํสิง่ตางๆ ไดรบั 

ประสบการณพิเศษมากมายและไดรับความ

สนุกสนานกลับไปอยางแนนอน

 สุดทายนี้ขอกราบขอบพระคุณผูบริหาร 

อาจารยตลอดจนเจาหนาที่ทุกทานของ The Japan Foundation ที่

ประเทศไทยและประเทศญี่ปุ นที่ไดเล็งเห็นถึงประโยชนและความ

สําคัญที่มีตอเยาวชนของชาติตลอดมา และที่จะลืมเสียมิไดเลยก็คือ 

อาจารย Sanae HASHIMOTO และอาจารยธนิดา กุรุพินทพาณิชย 

อาจารยสอนภาษาญ่ีปุ นของผมท่ีไดสอนภาษาญี่ปุ นใหกับผมจน

ผมสามารถนําภาษาญ่ีปุนมาใชในการสอบแขงขันและประสบความ

สําเร็จในครั้งนี้ ขอกราบขอบพระคุณครับ

จะสอนวิชาเลือกภาษาญี่ปุนในโรงเรียนระดับมัธยมศึกษาอยางไร
「＜中

ちゅうとう

等教
きょういく

育機
き か ん

関＞選
せんたくかもく

択科目の日
に ほ ん ご

本語をどう教
おし

えるか」

国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
きき ん

金　日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育専
せんもんか

門家

（タイ北
ほく ぶ

部中
ちゅうとう

等教
きょういく

育機
き か ん

関担
たんとう

当）

内
うち だ

田陽
よう こ

子

　皆
みな

さんの学
がっこう

校では、一
いっしゅうかん

週間に何
な ん じ か ん に ほ ん ご

時間日本語を教
おし

えて

いますか。そして、どんなカリキュラムで教
おし

えていま

すか。タイの中
ちゅうとう

等教
きょういく

育機
き か ん

関では、学
がっこう

校によって、何
なに

を

教
おし

えるかを任
まか

されています。そうはいっても、自
じ ぶ ん

分で

教
おし

える内
ないよ う

容を決
き

めるのは大
たいへ ん

変ですから、テキストの

ที่โรงเรียนของคุณครูสอนภาษาญี่ปุ นก่ีคาบตอสัปดาหและมี

หลักสูตรการสอนอยางไรคะ โรงเรียนระดับมัธยมศึกษาในประเทศไทย

นั้น แตละโรงเรียนจะกําหนดการเรียนการสอนเองวาจะสอนอะไร ถึง

แมจะเปนเชนนี้ แตดิฉันคิดวายังคงมีคุณครูที่สอนเนื้อหาตามตําราอยู

เปนจํานวนมากเนื่องจากการกําหนดเน้ือหาการสอนดวยตัวเองเปน

Yoko UCHIDA

ผูเชี่ยวชาญภาษาญี่ปุน เจแปนฟาวนเดชั่น

(โรงเรียนระดับมัธยมศึกษาในภาคเหนือ) 

専
せ ん

門
も ん

家
か

寄
き

稿
こ う
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เรื่องลําบาก ถาเปนตําราเรียน                จะใชไดกับชั้นเรียนที่

สอนภาษาญี่ปุน 6 คาบตอสัปดาหไดพอดี เพราะวาตําราเลมนี้แตงขึ้น

มาสําหรับการสอนภาษาญี่ปุนในระดับมัธยมศึกษา สวนตําราเรียน

            ก็ใชสอนไดเชนกัน

ในกรณีที่สอนภาษาญี่ปุนเปนวิชาเลือก 1-2 คาบตอสัปดาห จะ

สอนอยางไรดี การสอน 1-2 คาบตอสัปดาห ใน 1 ปการศึกษามี 40 

สัปดาห (เวลาสอนจรงิจะนอยกวา 40 สัปดาห เพราะวามีการสอบ 

การจัดกิจกรรมตางๆ ของโรงเรียน) ตําราที่เหมาะสมกับการเรียน

การสอนสําหรับเวลา 40 สัปดาหนี้คงจะไมคอยมีนัก ดิฉันไดไปเยี่ยม

ชมการเรียนการสอนในโรงเรียนมัธยมศึกษาหลายแหงในภาคเหนือ 

โรงเรียนสวนใหญจะสอนตัวอักษรฮิระกะนะและคะตะคะนะจบในเทอม

ตน หลังจากนั้นจะใชเอกสารประกอบการเรียนการสอนเพื่อสอนบท

สนทนาอยางงายๆ อยางไรก็ตามคงมีคณุครูบางทานที่เปนกังวลวาจะ

สอนอยางไรดีเมื่อสอนการทักทายและการแนะนําตัวจบแลว บางครั้ง

นักเรียนใชเวลาเรียนตัวอักษรฮิระกะนะและคะตะคะนะถึง 1 ปก็มี

แลวนักเรียนอยากเรียนอะไรในช่ัวโมงภาษาญ่ีปุนท่ีเปนวิชาเลือก

ในเวลา 1 ป

อยากอานตัวอักษรภาษาญี่ปุนได

อยากเขียนตัวอักษรภาษาญี่ปุนได

อยากสนทนาภาษาญี่ปุนอยางงายๆ ได

แนนอน ถาทําไดทั้งหมดก็นับวาเปนเรื่องที่ดีที่สุด แตชั่วโมงการ

เรียนการสอนมีเวลาจํากัด ดังน้ัน การสอบถามความตองการของ

นักเรียนอยางละเอียดถี่ถวนจึงเปนสิ่งสําคัญ นักเรียนที่เรียนตัวอักษร

ฮิระกะนะและคะตะคะนะ 1 ป ถาเขียนตัวอักษรได ก็ดีแลวหรือ

เราลองเปลี่ยนมาเปนการเรียนภาษาไทยกันดูบาง สมมติวามีคน

ญี่ปุนที่ “เรียนภาษาไทยมา 1 ปแลว” เรียน “ ก ข ค…” จนสามารถ

เขียนทั้งตัวอักษรและคําศัพทไดพอสมควร แตเมื่อคนไทยถามวา “จะ

ไปไหนคะ” กลับตอบไมได ถือวาเปนเรื่องนาเศราทีเดียว

ดิฉันทราบมาวาคนไทยคิดวาตัวอักษรภาษาญ่ีปุ นนารักดีโดย

เฉพาะอกัษรฮิระกะนะ ดงันัน้เมือ่นักเรยีนเขยีนและอานอกัษรฮริะกะนะ 

ไดก็คงจะดีใจ แตนักเรียนที่คิดวาพูดภาษาญ่ีปุนไมไดก็ไมเปนไร

คงจะไมมี ดิฉันจึงอยากจะใหคุณครูคอยๆ สอดแทรกบทสนทนา

พรอมๆ กับการสอนตัวอักษรทุกคร้ัง

แลวตาํราเรยีนการสนทนาจะทาํอยางไรด ี ตามทีด่ฉินัไดกลาวไว 

ขางตนวา ตําราเรียนที่มีเนื้อหาตรงกับการเรียนการสอนพอดีนั้นไม

คอยมี ในการสอนภาษาญี่ปุน 2 คาบตอสัปดาห บทสนทนากย็าว 

จํานวนของคําศัพทก็มาก ดังนั้น คุณครูจําเปนที่จะตองดึงเนื้อหาที่จะ

สอนออกมา ไมใชสอนตามตําราโดยไมมีการปรับเปลี่ยน เนื่องจาก

บทสนทนาพื้นฐานคือรูป Q&A (รูปประโยคถามตอบ) ดังนั้นลองหา 

Q&A ที่งายและนาจะใชประโยชนไดจากตํารากอน  ถาเปนตําราเรียน

            กล็องใชจากตัวอยางประโยค  และถาเปนตาํราเรยีน

               ก็ลองหา Q&A จากแบบฝกในเลม (ถายังสอนอักษร    

ฮิระกะนะไมจบก็เขียนดวยอักษรโรมันก็ได)

内
ないよう

容を教
おし

えている先
せんせい

生が多
おお

いと思
おも

います。「あきこと友
とも

だち」なら、一
いっしゅうかん

週間に６時
じ か ん お し

間教えるクラスにちょうど

よく作
つく

られています。もちろん、「みんなの日
に ほ ん ご

本語」を

使
つか

って、教
おし

えるのもいいですね。

　では、一
いっしゅうかん

週間に１～２時
じ か ん

間しか日
に ほ ん ご

本語の授
じゅぎょう

業がない 

選
せんたくじゅぎょう

択授業の場
ば あ い

合、どうしたらいいでしょうか。一
いっしゅうかん

週間

に１～２時
じ か ん

間、一
いちねん か ん

年間４０週
しゅう

（実
じっさい

際には、試
し け ん

験や学
がっこう

校

の行
ぎょう じ

事もあるので、４０週
し ゅ う い か

以下）のコースにちょう

どいいテキストは、なかなかないと思
おも

います。私
わたし

は、

北
ほ く ぶ

部のいろいろな中
ちゅうとう

等教
きょういく

育機
き か ん

関を訪
ほうもん

問していますが、

ひらがなとカタカナで前
ぜ ん き

期が終
お

わり、そのあとプリン

トを使
つか

って、簡
かんたん

単な会
か い わ

話を教
おし

えているというところが

多
おお

いです。しかし、あいさつと自
じ こ し ょ う か い

己紹介は教
おし

えた・・・

それからどうしたらいい？と悩
なや

んでいる先
せんせい

生もいます。

時
とき

には、１年
ねんかん

間かけて、ひらがなとカナカナを勉
べんきょう

強し

ている場
ば あ い

合もあります。

　ところで、学
がくせい

生は一
いちねんかん

年間の日
に ほ ん ご

本語の選
せんたくじゅぎょう

択授業の中
なか

で、

何
なに

を勉
べんきょう

強したいのでしょうか。

・日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字を読
よ

めるようになりたい

・日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字を書
か

けるようになりたい

・簡
かんたん

単な会
か い わ

話ができるようになりたい

　もちろん、全
ぜ ん ぶ

部できたらそれが一
いちばん

番いいのですが、

時
じ か ん

間は限
かぎ

られています。ですから、学
がくせい

生のニーズをき

ちんと聞
き

くことが大
たいせつ

切ではないでしょうか。１年
ねんかん

間ひ

らがなとカタカナを勉
べんきょう

強している学
がくせい

生は、文
も じ

字が書
か

け

ればいいのでしょうか。

ちょっと、タイ語
ご

に置
お

き換
か

えて考
かんが

えてみましょう。

「１年
ねんかん

間タイ語
ご

を勉
べんきょう

強しました！」という日
に ほ ん じ ん

本人が、い

たとします。“ก,ข,ค...”（コー カイ、コー カイ、コー ク
ワーイ・・・）を、勉

べんきょう

強し、文
も じ

字も、そして幾
いく

つかの

言
こ と ば

葉も書
か

けるようになっています。が、タイ人から、“จะ 

ไป ไหน คะ”（チャパイナイカ）と聞
き

かれても、答
こた

えられ
ないのです。これは、ちょっとかわいそうですね。

　タイ人にとって、日
に ほ ん ご

本語の文
も じ

字、特
とく

にひらがなは「か

わいい！」と思
おも

われているそうです。ですから、学
がくせい

生

はひらがなを書
か

いたり読
よ

んだりできると、うれしいで

しょう。でも、会
か い わ

話ができなくてもいいと思
おも

っている

学
がくせい

生はいないと思
おも

います。文
も じ

字と一
いっしょ

緒に、毎
まいかい す こ

回少しず

つ会
か い わ

話も入
い

れていってほしいと思
おも

います。

　では、会
か い わ

話のテキストは、どうしたらいいのでしょ

うか。先
さき

ほども書
か

きましたが、ちょうどいいテキス

トはなかなかありません。一
いちしゅうかん

週間に２時
じ か ん お し

間教えるに

は、会
か い わ

話も長
なが

いし、単
た ん ご

語の量
りょう

も多
おお

いのです。ですから、

「あきこと友
とも

だち」

「みんなの日
に ほ ん ご

本語」

「みんなの日
に ほ ん ご

本語」

「あきこと友
とも

だち」
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教
きょうし

師はそれをそのまま教
おし

えるのではなく、教
おし

える内
ないよう

容

を抜
ぬ

き出
だ

す必
ひつよう

要があります。まず、会
か い わ

話の基
き ほ ん

本は Q&A

ですから、簡
かんたん

単で役
やく

にたちそうなQ&Aを教
きょうかしょ

科書から探
さが

してみましょう。「みんなの日
に ほ ん ご

本語」なら、例
れいぶん

文を使
つか

う

といいでしょう。「あきこと友
とも

だち」なら、練
れんしゅう

習の中
なか

か

ら Q&A を探
さが

してみます。（まだ、ひらがなが全
ぜ ん ぶ お

部終わ

っていないという前
ぜんてい

提ですので、ローマ字
じ

で書
か

いてい

ます。）

例
れい

１：A: are wa dareno kaban desuka.

 B: satou san no kaban desu.

　これは、みんなの日
に ほ ん ご だ い

本語第 2課
か

の例
れいぶん

文 6 です。これ

を少
すこ

し変
か

えてみます。

例
れい

２：A: are, kore wa dareno kaban desuka.

 B: a, sore wa watashino desu.

　どこが変
か

わっているかわかりますか？「あれ？」や

「あ、」を加
くわ

えたりしたので、会
か い わ

話らしくなりました。

このような表
ひょうげん

現を教
おし

えることで、生
い

き生
い

きとした会
か い わ

話

になります。そして、「佐
さ と う

藤さんのかばん」を「わたし

のです」にすると、簡
かんたん

単ですし、いろいろな場
ば め ん

面で使
つか

うことができます。このように、ちょっと工
く ふ う

夫すると、

楽
たの

しい会
かいわれんしゅう

話練習ができると思
おも

います。

　さて、この会
か い わ

話の中
なか

で幾
いく

つか置
お

き換
か

えができる言
こ と ば

葉

があると思
おも

います。

例
れい

３：

 A: are, kore wa dareno _________ desuka.

 B: a, sore wa watashinodesu.

例
れい

３の＿＿＿＿の部
ぶ ぶ ん

分にはどんな言
こ と ば

葉が入
はい

るでしょ

うか。かばん、ペン、ノート、さいふ・・など、それ

がこの会
か い わ

話の時
じ か ん

間に教
おし

える「言
こ と ば

葉」になります。 言
こ と ば

葉

の導
どうにゅう

入をしてから、例
れい

２の会
か い わ

話を導
どうにゅう

入して、みんなで

口
こうとうれんしゅう

頭練習をします。ペアになって、練
れんしゅう

習してもいいで

しょう。そのあと、＿＿＿＿＿の部
ぶ ぶ ん

分をいろいろ置
お

き

換
か

えながら、練
れんしゅう

習してみてください。だんだん、ABの

スクリプトを見
み

なくても、言
い

えるようになったら、OK

です。グループやペアで会
か い わ

話を練
れんしゅう

習するといいでしょう。

さらに、次
つぎ

の会
か い わ

話も付
つ

け加
くわ

えたら、自
し ぜ ん

然になります。

アクションつきでやってみましょう。

 A: hai, douzo.

 B: domo arigato gozaimasu.

ตัวอยาง 1 : A : are wa dareno kaban desuka.

              B : satou san no kaban desu.  

ตัวอยางนี้เปนประโยคตัวอยางที่ 6 จากบทที่ 2 ของตําราเรียน

ตัวอยาง 2 : A : are, kore wa dareno kaban desuka.

  B : a, sore wa watashino desu.

ทราบไหมคะวาตรงไหนของประโยคตัวอยาง 2 ที่เปลี่ยนไป มี

การเพิ่มคําวา “are” และ “a” ลงไป ทําใหดูเปนบทสนทนาขึ้น การ

สอนสํานวนเชนนี้ จะชวยใหการสนทนาดูมีชีวิตชีวาขึ้น และการ

เปลี่ยนจาก                                   เปน      

「わたしのです watashino desu.」นั้นก็เปนสิ่งที่งายไมซับซอน

และยังสามารถใชในสถานการณตางๆ ไดอีกดวย ดิฉันคิดวาการปรับ

เปลี่ยนเพียงเล็กนอยเชนนี้ จะชวยใหนักเรียนสามารถฝกพูดสนทนา

ไดอยางสนุกสนาน

ในบทสนทนาตอไปนี้ จะมีคําศัพทกี่คําที่สามารถใชแทนที่สวนที่

ขีดเสนใตไดคะ

ตัวอยาง 3 :
  A : are, kore wa dareno _________ desuka.

         B : a, sore wa watashino desu.

สวนที่ขีดเสนใตในประโยคตัวอยาง 3 จะเติมคําศัพทประเภทใดดี 

เชน かばん (กระเปา) ペン (ปากกา) ノート (สมดุโนต) さいふ (กระเปา

สตางค) เปนตน คุณครูจะสอนคําศัพทเหลานี้ในช่ัวโมงสนทนา 

หลังจากสอนคําศัพทแลว จะนําเขาสูบทสนทนาประโยคตัวอยาง 2 

และใหนักเรียนทุกคนฝกพูดปากเปลา จากนั้นใหนักเรียนจับคูฝกพูด

ตอก็ได หลังจากนั้นลองฝกเปลี่ยนคําศัพทตางๆ ในสวนที่ขีดเสนใต

จนนักเรียนสามารถคอยๆ พูดไดโดยไมตองดูบท การฝกจะฝกพูดเปน 

กลุมหรือเปนคูก็ได

นอกจากนี้ ถาเพิ่มสํานวนตอไปนี้ในบทสนทนาจะชวยใหดูเปน

ธรรมชาติยิ่งขึ้น ลองใหนักเรียนทําทาทางประกอบการพูดดวย

  A : hai, douzo.

  B : domo arigato gozaimasu.

「みんなの日
に ほ ん ご

本語」

「佐
さ と う

藤さんのかばん  satou san no kaban」
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このように、いくつかの Q&A 集
しゅう

ができると思
おも

いま

す。そのときに、どんな言
こ と ば

葉を一
いっしょ

緒に勉
べんきょう

強したらいい

か、メモしておきます。最
さ い ご

後に、それらをどの順
じゅんばん

番で

教
おし

えたらいいか、考
かんが

えてみます。簡
かんたん

単な順
じゅんばん

番から難
むずか

し

い順
じゅんばん

番へ。そして、前
まえ

に習
なら

ったことを復
ふくしゅう

習できるよう

な順
じゅんばん

番がいいでしょう。

さて、これらを一
ひ と り

人で考
かんが

えるのもいいですが、で

きたら近
ちか

くの学
がっ こ う

校の先
せん せ い

生と集
あつ

まって、このような

日
に ほ ん ご せ ん た く じ ゅ ぎ ょ う

本語選択授業のカリキュラム、シラバスを一
いっしょ

緒に考
かんが

えてみませんか。また、近
ち か く

くに日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えている

学
がっこう

校がない先
せんせい

生は、私
わたし

にメールを送
おく

ってください（ア

ドレスは rasuch@hotmail.com です）。私
わたし

がデスクを置
お

いている、チェンマイ県
けん

ユパラート・ウィッタヤライ

校のタイ人
じん

の先
せんせい

生が作
つく

った日
に ほ ん ご せ ん た く じ ゅ ぎ ょ う

本語選択授業のカリキュ

ラムをお送
おく

りします。この学
がっこう

校は、ひらがなを後
こ う き

期に

教
おし

える方
ほうほう

法をとっています。教
おし

える順
じゅんばん

番や、内
ないよう

容など、

まだまだ考
かんが

えなければならないところはありますが、

一
ひと

つの参
さんこう

考になると思います。皆
みな

さんからのご連
れんらく

絡を

お待
ま

ちしています！

ดิฉันคิดวาการทําเชนนี้จะสามารถรวบรวม Q&A ไดหลายบท 

และตอนท่ีรวบรวมบทสนทนานัน้ คณุครคูวรจดบนัทกึไวดวยวาจะเรยีน

พรอมๆ กบัคาํประเภทใดด ี สดุทายลองพจิารณาดวูาจะสอนคาํศพัท

เหลานัน้ตามลาํดบัขัน้ตอนใด จากงายไปยากและจากการทบทวนคาํศพัท 

ทีเ่รยีนมากอน

คุณครูจะลองคิดวางหลักสูตรแบบนี้ดวยตัวเองก็ได แตถาเปน  

ไปได คุณครูที่สอนอยูในโรงเรียนใกลๆ กันควรจะมารวมตัวกัน 

ลองคิดจัดทําหลักสูตรการสอนและ Syllabus วิชาเลือกภาษาญี่ปุน

เชนนีก้นัไหมคะ สวนคณุครูทีไ่มมโีรงเรียนสอนภาษาญีปุ่นตัง้อยูใกลเคยีง 

กรุณาสงเมลมาที่ดิฉัน (อีเมลแอดเดรส rasuch@hotmail.com) ดิฉัน

จะสงหลักสูตรการสอนวิชาเลือกภาษาญ่ีปุนที่จัดทําโดยคุณครูคนไทย

โรงเรียนยุพราชวิทยาลัย จังหวัดเชียงใหมไปให ที่โรงเรียนนี้จะสอน

อักษรฮิระกะนะในเทอมปลาย อยางไรก็ตามยังมีอีกหลายประเด็นที่

ตองคิด เปนตนวา ลําดับขั้นตอนการสอน เนื้อหา ดิฉันคิดวาหลักสูตร

การสอนดังกลาวจะเปนขอมูลอางองิแหลงหนึ่ง ดิฉันรอการติดตอจาก

คุณครูทุกทานอยูนะคะ

 

แฟมขาวสาร 情報ファイル情報ファイル
じょうほうじょうほう

ประกาศรับสมัครทุนเจแปนฟาวนเดชั่นประจําป 2553
(ระยะเวลารับสมัคร : ปลายเดือนกันยายนถึงวันที่ 1 ธันวาคม 2552)

2010 年
ねん ど

度国
こくさいこうりゅうききん

際交流基金公
こうぼ

募プログラムのお知
し

らせ
[申
しんせいうけつけきかん
請受付期間：2009 年

ねん
10 月

がつ
～2009 年

ねん
12 月

がつ
1
ついたち
日 ]

情報ファイル

国
こくさい こ う り ゅ う き き ん

際交流基金では海
かいがい

外の日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育を支
し え ん

援するため

の公
こ う ぼ じ ぎ ょ う

募事業を実
じ っ し

施しています。今
こ ん ね ん ど

年度の申
し ん せ い う け つ け き か ん

請受付期間

は 2009 年
ねん

10 月
がつ

から 2009 年
ねん

12 月
がつ

1
ついたち

日です。プログ

ラムの詳
しょうさい

細については、国
こくさい こ う り ゅ う き き ん

際交流基金のホームページ

（日
に ほ ん ご

本語 http://www.jpf.go.jp/j/program/index.html 

英
えい

語
ご

http://www.jpf.go.jp/j/program/index.html）

をご覧
らん

ください。申
しんせいし ょ

請書は当
とう

センターでも配
は い ふ

布しま

すが、基
き き ん

金ホームページからダウンロードすることも

できます。

なお、日
に ほ ん ご き ょ う ざ い

本語教材寄贈プログラムの公
こ う ぼ

募は行
おこな

いません。

เจแปนฟาวนเดช่ันไดมีการใหทุนเพ่ือสนับสนุนการเรียนการ

สอนภาษาญี่ปุนในตางประเทศ โดยในปนี้จะเปดรับสมัครตั้งแตปลาย

เดือนกันยายน  ถึงวันที่ 1 ธันวาคม 2552 รายละเอียดของทุนตางๆ 

สามารถดูไดที่โฮมเพจของเจแปนฟาวนเดชั่นที่ http://www.jpf.go.jp/ 

j/program/index.html (ภาษาญี่ปุน) หรือ http://www.jpf.go.jp/e/pro-

gram/index.html (ภาษาอังกฤษ) และขอรับใบสมัครไดที่ เจแปน 

ฟาวนเดชัน่ กรงุเทพฯ หรือดาวนโหลดใบสมคัรจากโฮมเพจของเจแปน    

ฟาวนเดชั่น

อนึ่ง ขอแจงใหทราบวาไดมีการยกเลิกการใหทุนสื่อและอุปกรณ

การเรียนการสอนภาษาญี่ปุน
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Miki MIYAMOTO

ผูเชี่ยวชาญชาวตางประเทศ (ภาษาญี่ปุน) 

กลุมวิชาภาษาไทยและภาษาตะวันออก คณะศิลปศาสตร มหาวิทยาลัยแมโจ

โครงการ ”การอบรมการเรียนภาษาญี่ปุนเพื่อมัคคุเทศก ครั้งที่ 2 ”
第
だい

2 回
かい

日
に ほ ん ご

本語ガイドセミナー
メージョー大

だいがく

学教
きょうよう

養学
がく ぶ

部

タイ語
ご

・東
とうよう

洋言
げん ご

語学
がっ か

科

日
に ほ ん ご

本語専
せんにん

任講
こう し

師     宮
みやもと

本美
み き

樹

メージョー大
だい が く

学教
きょうよう

養学
が く ぶ

部東
とう よ う

洋 

言
げ ん ご

語学
が っ か

科では、2009 年
ねん

5 月
がつ

12 日
にち

から 20 日
か

までの９日
か か ん

間、第
だい

2 回
かい

日
に

本
ほん

語ガイドセミナーを開
かいさい

催しま

した。

参
さ ん か し ゃ

加者はメージョー大
だいがく

学の他チ

ェンマイの各大
だいが く

学から大
だい が く せ い

学生 22

名
めい

と社
しゃ か い じ ん

会人 15 名
めい

の合
ごう

計
けい

37 名
めい

で

した。

このセミナーは日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習と地
ち い き

域社
しゃか い

会への貢
こうけ ん

献を

意
い と

図したもので、日
に ほ ん ご

本語学
がくしゅう

習を介
かい

して、セミナーの

参
さ ん か し ゃ

加者が相
そ う ご

互にネットワークを構
こうちく

築して、将
しょうらい

来に向
む

か

って何
なに

か有
ゆうえき

益なものが得
え

られることを目
もくてき

的として企
き か く

画

されました。

　セミナーの初
しょにち

日は資
し し つ

質、倫
り ん り か ん

理感などガイド業
ぎょう

の在
あ

り

方
かた

などに関
かん

して現
げんえき

役日
に ほ ん ご

本語ガイドの方
かた

に講
こうえん

演していだ

だきました。2日
か め

目からの５日
か か ん

間は、ガイドに必要な

日本語表現、チェンマイの歴
れ き し

史、古
こ さ つ

刹の歴
れ き し

史・由
ゆ ら い

来な

どを講
こ う ぎ

義しました。7日
か め

目と 8日
か め

目の２日
か か ん

間は、チェ

ンマイの主
おも

な観
か ん こ う ち

光地、象
ぞう

のキャンプ場
じょう

、手
しゅこう げ い ひ ん

工芸品工
こうじょう

場

などでガイドとしての実
じっしゅう

習を行
おこな

いました。9 日
か め

目の

最
さいしゅう び

終日はセミナー全
ぜんぱん

般の問
もんだいて ん

題点など、セミナーの反
はんせい

省

を行
おこな

いました。

    参
さ ん か し ゃ

加者のセミナーに対する評
ひょうか

価はアンケートの結
け っ か

果

その満
ま ん ぞ く ど

足度が 90.3％で、とても有
ゆう え き

益なセミナーで

参
さ ん か し ゃ か ん

加者間のネットワーク作
づく

りにも役
やく

に立
た

ったという

評
ひょうか

価でした。　　

แนะนํากิจกรรมภาษาญี่ปุน 各地の活動紹介
か つ ど う し ょ う か い

กลุมวิชาภาษาไทยและภาษาตะวันออก 

คณะศิลปศาสตร มหาวิทยาลัยแมโจ ไดจัด

โครงการ “การอบรมการเรียนภาษาญ่ีปุน

เพื่อมัคคุเทศกครั้งที่ 2” ตั้งแตวันที่ 12-20 

พฤษภาคม 2552 รวมระยะเวลาทั้งหมด 9 

วัน 

โครงการอบรมคร้ังนี้มีผู  เข าอบรม

ทั้งหมด 37 คน ซึ่งเปนนักศึกษาระดับ

อุดมศึกษา 22 คนและบุคคลทัว่ไป 15 คน 

วัตถุประสงคของโครงการอบรมคือเพื่อใหความรูทางดานภาษา

ญี่ปุนเพื่อมัคคุเทศกแกนักศึกษาและผูที่สนใจทัว่ไป และเพื่อเปนการ

บริการวิชาการสู ชุมชนซึ่งเปนพันธกิจหน่ึงของคณะศิลปศาสตร 

มหาวิทยาลัยแมโจ

ในการอบรมครั้งนี้ ผูเขาอบรมไดรับความรูเกี่ยวกับการทําหนาที่

เปนมัคคุเทศกญี่ปุน โดยแบงเปนการบรรยายในชั้นเรียนระยะเวลา 6 

วัน และการฝกปฏิบัติทําหนาที่เปนมัคคุเทศกญี่ปุนนอกสถานที่ระยะ

เวลา 2 วัน ผูเขาอบรมไดรับความรูเกี่ยวกับสถานที่ทองเที่ยวที่สําคัญ

ในจังหวัดเชียงใหม เชน ปางชางแมสา ศูนยหัตถกรรมบอสราง 

สรุปการประเมินผลของโครงการการอบรมในวันสุดทายทําให

ทราบวาผูเขาอบรมมีความพึงพอใจคิดเปนรอยละ 90.3 และมีความ

ประทับใจเปนอยางมาก ทั้งนี้ผู เขาอบรมเห็นวาการอบรมนี้ดีและ

มีประโยชน สามารถนาํความรูภาษาญี่ปุนที่ไดจากากรอบรมไปใชใน

ชีวิตประจาํวันได ตลอดระยะเวลาการอบรมผูเขาอบรมตางสรางความ

สัมพันธอันดีซึ่งกันและกัน
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前
ぜん

バンコク日
にほん

本文
ぶん か

化センター

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育専
せんもんか

門家

松
まつばら

原　潤
じゅん

2006 年
ねん

9 月
がつ

末
まつ

にバンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターに来
き

て

から約
やく

3 年
ねん

がたちました。あっという間
ま

の 3年
ねん

でした。

Jun MATSUBARA

ผูเชี่ยวชาญภาษาญี่ปุน

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ

離
り に ん

任のご挨
あ い さ つ

拶เกาไป

Isao YAMAKI

ประธานชมรมครูภาษาญี่ปุนภาคเหนือ

สัมมนาชมรมครูภาษาญี่ปุนภาคเหนือครั้งที่ 1 ประจําป 2552
2009 年

ねん ど

度北
ほく ぶ

部タイ日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

師
し

会
かい

第
だい

1 回
かい

例
れい

会
かい

報
ほう

告
こく

北
ほく ぶ

部タイ日
に ほ ん ご

本語教
きょうし

師会
かいちょう

長

　八
やま き

巻　一
い さ お

三男

2009 年
ねん

7 月
がつ

18 日
にち

ファーイースタン

大
だい が く

学 A3540 教
きょうしつ

室にて北
ほ く ぶ

部タイ日
に ほ ん ご

本語

教
きょう し か い

師会第
だい

1 回
かい

例
れいか い

会が行
おこな

われた。午
ごぜん ち ゅ う

前中の

発
はっぴょう

表は、今
こんかい

回が今
こ ん ね ん ど

年度初
はじ

めての例
れいかい

会とい

うこともあり、パヤップ大
だいがく

学タイ日
にち

セン

ターの海
え び は ら

老原先
せんせい

生より「タイの大
だいがく

学にお

ける日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育の状
じょうきょう

況について」あらま

しの説
せつめい

明をしていただきました。続
つづ

いて

チェンマイラチャパット大
だいがく

学のガルナー

先
せんせい

生より「楽
たの

しく学
がくしゅう

習できる漢
か ん じ

字と語
ご い

彙」、

チェンマイ大
だい が く

学のサランヤー先
せん せ い

生より

「動
ど う が

画を使
つか

ったモチベーション・アップの

試
こころ

み」と学
がくしゅう

習意
い よ く

欲を引
ひ

き出
だ

す方
ほ う

法につい

ての発
はっぴょう

表をしていただきました。

午
ご ご

後からは国
こくさい

際交
こうりゅう

流基
き き ん

金バンコク日
に ほ ん

本

文
ぶ ん か

化センター主
し ゅ に ん こ う し

任講師の三
み う ら

浦先
せんせい

生が「日
に ほ ん

本

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

の動
どう

機
き

付
づ

けと教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

」というテ

ーマで学
がくしゅう

習者
しゃ

のやる気
き

を起
お

こさせる授
じゅぎょう

業の方
ほうほう

法を、例
れい

を

挙
あ

げて紹
しょう

介
かい

しました。参
さ ん か し ゃ

加者からは、「テーマ選
えら

びがよ

かった」、「自
じ ぶ ん

分でも授
じゅぎょう

業で使
つか

ってみたい」との好
こ う い て き

意的な

意
い け ん

見が多
おお

く寄
よ

せられました。今
こ ん ご

後も、みなさんにとって

関
かんしん

心の高
たか

いテーマを選
えら

び、日
に ほ ん ご

本語教
きょうし

師、学
がくせい

生のためにな

るような例
れいかい

会を開
ひら

いていきたいと思
おも

います。

ชมรมครูภาษาญ่ีปุนภาคเหนือไดจัดสัมมนาครั้ง

ที่ 1 ประจําป 2552 ขึ้นในวันเสารที่ 18 กรกฎาคม

2552 ณ หอง A3540 มหาวิทยาลัยฟารอีสเทอรน

เชยีงใหม การบรรยายในชวงเชาถอืวาเปนการบรรยาย 

ครั้งแรกของสัมมนาปนี้ และอาจารย Tomoharu 

EBIHARA จากศูนยไทย-ญี่ปุน มหาวิทยาลัยพายัพ

เปนวิทยากรทานแรกที่ออกมาบรรยายแบบคราว ๆ

ในหัวขอ “สถานการณการศึกษาภาษาญี่ปุ นใน

มหาวิทยาลัยในภาคเหนือของประเทศไทย” หลังจาก

นัน้ อาจารยกรณุา กลจกัร จากมหาวทิยาลัยราชภฏั 

เชยีงใหมไดบรรยายในหวัขอ “สนุกกบัการเรียนอกัษร

คันจิและคําศัพท” และอาจารยสรัญญา คงจิตต จาก

มหาวิทยาลัยเชียงใหมไดบรรยายในหัวขอ “การ

ทดลองใชภาพเคลื่อนไหวในการเสริมแรงจูงใจ”   

ในชวงบายอาจารย Takashi MIURA หัวหนา

คณาจารย ฝายภาษาญี่ปุน จากเจแปนฟาวนเดชั่น 

กรุงเทพฯ ไดบรรยายในหัวขอ “การสรางแรงจูงใจ

สําหรับผูเรียนภาษาญ่ีปุนและกิจกรรมในหองเรียน” 

ซึ่งไดยกตัวอยางเกี่ยวกับวิธีสรางแรงจูงใจสําหรับผูเรียน ผูเขารวม

งานหลายทานแสดงความคิดเห็นอยางพึงพอใจ เชน หัวขอนาสนใจ

มาก อยากลองนําไปใชในหองเรียนดวยตัวเอง เปนตน จากนี้ไปทาง

ชมรมฯ จะพยายามเลือกหัวขอสัมมนาที่ทุกทานใหความสนใจและจัด

สัมมนาที่เปนประโยชนกับครูสอนภาษาญี่ปุนและนักเรียนอีกตอไป

ตั้งแตผมเขามารับตําแหนงที่เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ ใน

เดือนกันยายน 2549 เวลาก็ผานไป 3 ปแลวนะครับ ชางเปนเวลา 3 
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この間
かん

、セミナー、研
けんしゅうかい

修会、スピーチコンテストなど

で、チェンマイ、ピサヌローク、ウボンラーチャター

ニー、ブリーラム、トランに行
い

きました。タイだけで

はなく、ミャンマー、ベトナムへも出
で

かけていきました。

行
い

く先
さきざき

々でたくさんの日
に ほ ん ご

本語の先
せんせい

生にお会
あ

いしてお話
はなし

することができたことが、本
ほんとう

当にいい思
おも

い出
で

になって

います（あ、バンコクの金
きんよう

曜・土
ど よ う

曜研
けんしゅう

修、集
しゅうちゅう

中研
けんしゅう

修な

どに参
さ ん か

加してくださった先
せんせいが た

生方のことも忘
わす

れていませ

んよ）。

この 3年
ねんかん

間楽
たの

しく仕
し ご と

事ができたのは、出
で あ

会うことの

できたすべての先
せんせい

生方
がた

やバンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターの

専
せんにん

任講
こ う し

師・スタッフの皆
みな

さんの励
はげ

ましやサポートがあ

ったからです。本
ほんとう

当にありがとうございました。

10月
がつ

以
い こ う

降、私
わたし

はバンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターにおりま

せんが、近
ちか

い将
しょうらい

来、タイのどこかで日
に ほ ん ご

本語を教
おし

えてい

ると思
おも

いますので、いつかまたお会
あ

いできるでしょう。

私
わたし

のことを見
み

かけたら是
ぜ ひ

非声
こえ

を掛
か

けてください。また

一
いっしょ

緒に楽
たの

しくお話
はなし

しましょう。

ปที่ผานไปอยางรวดเร็วเหลือเกิน ในชวงเวลาดังกลาวนี้ ผมไดไปรวม

กิจกรรมหลากหลาย อาทิ การสัมมนา การอบรมหรือการประกวด

สุนทรพจนที่จัดขึ้นที่เชียงใหม พิษณุโลก อุบลราชธานี บุรีรัมย และ

ตรัง นอกจากประเทศไทยแลว ผมยังไดไปเยือนประเทศเมียนมาร

และเวียดนามอีกดวย การที่ผมไดมีโอกาสพบปะพูดคุยกับอาจารยผู

สอนภาษาญ่ีปุนมากมายจากสถานท่ีที่ผมไปเยือนน้ันเปนความทรงจํา

ที่ดียิ่งของผมเลยทีเดียว (อะ… อาจารยที่เขาอบรมคอรสภาษาญี่ปุน

วันศุกร/วันเสารและคอรสอบรมภาษาญี่ปุนในชวงปดเทอม ผมก็ไมได

ลืมนะครับ)

การที่ผมสามารถทํางานไดอยางสนุกสนานตลอดชวงเวลา 3 ป

ไดนั้น เปนเพราะแรงใจและแรงสนับสนุนจากบรรดาอาจารยทุกทาน

ที่ผมไดพบ จากคณาจารยและเจาหนาที่ทุกทานที่เจแปนฟาวนเดชั่น 

กรุงเทพฯ ครับ  ขอขอบพระคุณจริงๆ ครับ

หลงัจากเดอืนตลุาคมเปนตนไป ผมไมไดอยูทีเ่จแปนฟาวนเดชัน่ 

กรุงเทพฯ แลว แตในอนาคตอันใกลขางหนานี้ ผมคงจะสอนภาษา

ญี่ปุน ณ ที่ใดที่หนึ่งในประเทศไทยนี้ เพราะฉะนั้น สักวันหนึ่งเราก็

คงจะไดพบกันอีกนะครับ หากพบเจอผมที่ใด กรุณาทักทายผมดวยนะ

ครับ แลัวเราจะไดมาพูดคุยกันอยางสนุกสนานอีกครับ

ใหมมา
Miki SHIBUYA

ผูเชี่ยวชาญภาษาญี่ปุน

เจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ

バンコク日
にほん

本文
ぶん か

化センター

日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育専
せん も ん か

門家

渋
しぶ や

谷　実
み

希
き

皆
みな

さん、こんにちは。10 月
がつ

から日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育

専
せ ん も ん か

門家としてバンコク日
に ほ ん

本文
ぶ ん か

化センターに勤
つと

め

ています渋
し ぶ や

谷実
み

希
き

です。両
りょうしん

親がつけてくれた

名
な ま え

前の通
とお

り“希
き ぼ う

望が実
みの

って”、大
だ い す

好きなタイで働
はたら

けることになりました。とてもうれしくてワク

ワクしています。

　私
わたし

は、日
に ほ ん ご

本語教
きょういく

育に携
たずさ

わることができて本
ほんとう

当に幸
しあわ

せ

に感
かん

じています。それは、日
に ほ ん ご

本語を学
まな

ぶことによって

学
がくしゅうしゃ

習者の方
かた

の新
あたら

しい可
か の う せ い

能性や世
せ か い

界が広
ひろ

がったり、見
み し

知ら

ぬ相
あ い て

手を思
おも

いやる豊
ゆた

かな心
こころ

が育
はぐく

まれていく過
か て い

程に直
ちょくせつ

接

関
かか

われるからです。平
へ い わ

和や理
り か い

解を深
ふか

めるための、とて

も大
たいせつ

切で素
す て き

敵な仕
し ご と

事だと思
おも

います。それに、私
わたし

自
じ し ん

身も

たくさんの方
かたがた

々と出
で あ

会い、新
あたら

しく学
まな

び、人
じんせい

生の幅
はば

を広
ひろ

げられてきました。この仕
し ご と

事にとても感
かんしゃ

謝しています。

ところで皆
みな

さん、日
に ほ ん ご

本語に「山
さんしょう

椒は小
こ つ ぶ

粒でもピリリ

と辛
から

い」という言
こ と ば

葉があることをご存
ぞん

じでしょうか？

「体
からだ

は小
ちい

さくても、なかなかの才
さいのう

能がある」という意
い み

味

です。体
からだ

の小
ちい

さい私は、いつもこの山
さんしょう

椒のようになれ

สวัสดีคะทุกทาน ดิฉันชื่อมิกิ ชิบุยะคะ ตั้งแตเดือน

ตุลาคมเปนตนไป ดิฉันจะมาทําหนาที่ผูเชี่ยวชาญภาษาญี่ปุน

ประจําเจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ คะ และแลวดิฉันก็ไดมา

ทํางานที่ประเทศไทยซึ่งเปนประเทศที่ดิฉันชอบมากๆ สมกับ

ชื่อที่พอแมตั้งใหคือ “ความหวังสัมฤทธิ์ผล” รูสึกดีใจและตื่น

เตนมากๆ เลยคะ

ดิฉันรูสึกมีความสุขจริงๆ ที่ไดทํางานเกี่ยวของกับการเรียนการ

สอนภาษาญีปุ่น เพราะวาการเรยีนภาษาญีปุ่นทาํใหผูเรียนไดรบัโอกาส 

ใหมๆ มีโลกทัศนที่กวางข้ึนและไดสัมผัสโดยตรงกับกระบวนการ

เพาะบมจิตใจท่ีเปยมลนไปดวยความมีนํ้าใจตอผูคนท่ีไมรูจักนั่นเอง 

ดิฉันคิดวาเปนงานท่ีวิเศษยอดเยี่ยมและมีความสําคัญในอันท่ีจะ

สรางความเขาใจและสันติภาพไดอยางลึกซ้ึงมากขึ้น นอกจากน้ียัง

ทําใหดิฉันเองไดมีโอกาสพบปะผูคนมากมาย ไดเรียนรูสิ่งใหมๆ เพิ่ม

ประสบการณและมุมมองชีวิตไดมากยิ่งขึ้นอีกดวย จึงรูสึกขอบคุณ

งานนี้เปนอยางยิ่งคะ

ทุกทานทราบไหมคะวาในภาษาญี่ปุนมีสํานวนวา 

    (พริกไทยญี่ปุ นนั้นถึงจะเม็ดเล็กแตก็เผ็ดแสบ)

ความหมายก็คือ “ถึงแมตัวจะเล็ก แตก็มีพรสวรรคมากเลยทีเดียว”   

山
さんしょう

椒は小
こつ ぶ

粒でも

ピリリと辛
から

い」

新
し ん に ん

任のご挨
あ い さ つ

拶
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ればいいなあと思
おも

っているのですが、せっかくタイへ

来
き

たのですから、山
さんしょう

椒よりもさらに辛
から

い“プリッキーヌ

ー”を目
め ざ

指し、ピリッとしたいい仕
し ご と

事をしたいと思
おも

って

います。 どうぞよろしくお願
ねが

いします！

คนตัวเล็กอยางดิฉันจึงคิดอยูเสมอวา ถาเปนไดอยาง      ก็คงจะดี 

แตไหนๆ  ไดมาประเทศไทยทั้งทีแลว  แทนที่จะเผ็ดอยาง        ก็ขอ

เผ็ดรอนอยาง “พริกขี้หนู” ดีกวา ดิฉันตั้งใจวาอยากจะทํางานใหสุดๆ 

ไปเลยคะ ขอฝากเนื้อฝากตัวดวยนะคะ

山
さんしょう

椒

山
さんしょう

椒

あきこ 12 課
か

では目
も く て き ち

的地までの行
い

き方
かた

を説
せつめい

明する方
ほうほう

法

を勉
べんきょう

強します。ウィチットラーピッタヤー高
こうこ う

校では、

生
せ い と

徒みんなの家
うち

から学
がっこう

校までの行
い

き方
かた

を説
せつめい

明したパネル

を作
つく

って発
はっぴょう

表したそうです。今
こんかい

回はその中
なか

からキアンサ

ックさんの作
さくひん

品を紹
しょうかい

介してもらいます。

ลานสัมพันธอะกิโกะ あきこの広
ひ ろ ば

場

บทที่ 12 ในตําราอะกิโกะจะเรียนเกี่ยวกับวิธีการอธิบายการเดิน

ทางไปจนถึงสถานที่ที่เปนจุดหมายปลายทาง ทราบมาวาที่โรงเรียน

วิจิตราพิทยามีการใหนักเรียนทําโปสเตอรวิธีการเดินทางจากบาน

ไปโรงเรียน แลวมานําเสนอกันในหอง มุมนักเรียนในคราวนี้จะขอ

แนะนําผลงานของเกรียงศักดิ์ซึ่งเปนหนึ่งในผลงานเหลานั้น

มุมนักเรียน  「学
がくせい

生コーナー」
ผม นายเกรียงศักดิ์ พันธุเพ็ง นักเรียนชั้นมัธยมศึกษาปที่ 5 โรงเรียนวิจิตราพิทยา อําเภอวารินชําราบ จังหวัด

อุบลราชธานี

ผมเริ่มเรียนภาษาญี่ปุนตอนชั้นมัธยมศึกษาปที่ 1 ที่โรงเรียนวิจิตราพิทยา รูสึกมีความชื่นชอบ สนุกสนานกับ

ภาษาญี่ปุน ทําใหมีความสนใจที่อยากจะเรียนภาษาญี่ปุนมากขึ้น พอขึ้นชั้นมัธยมศึกษาปที่ 4 ผมก็ไดเลือกเรียน

แผนภาษา ภาษาญี่ปุน เหตุผลที่เลือกเรยีนภาษาญี่ปุนนั้น ผมไดตั้งความหวังไววาอยากเปนนักเรียนแลกเปลี่ยน

ไปญี่ปุนเพื่อที่จะไดเรียนรูภาษาและวัฒนธรรม ความเปนอยูของชาวญี่ปุน พอขึ้นชั้นมัธยมศึกษาปที่ 5 ก็ไดพบ

กับคุณครูจิระภา สินธุประสิทธิ์ ซึ่งเปนคุณครูที่ปรึกษาและครูสอนภาษาญี่ปุนหนึ่งเดียวในโรงเรียนวิจิตราพิทยาที่เปนคนไทย คุณครูจิระภาเปน

คุณครทูี่ใจดีมากและเกงภาษาญีปุ่น ทาํใหผมอยากมอีนาคตเปนครสูอนภาษา 

ญี่ปุนเหมือนกับคุณครูจิระภาและอยากเกงภาษาญี่ปุนเหมือนคุณครูจิระภา

คุณครูจิระภาเปนคุณครูที่สอนไดสนุกสนาน เขาใจงาย สอนแบบไม

เครงเครียดสบายๆ เพื่อไมใหเกิดความกดดันในการเรียน นักเรียนจะได

เขาใจมากขึ้น ผมไดกําลังใจจากครอบครัว คุณครูและเพื่อน ทําใหผมกาว

เดินตอไปสูความสําเร็จในอนาคตอยางไมยอทอ

ขอขอบพระคุณคุณครูจิระภาเปนอยางย่ิงที่ใหคําปรึกษาและใหความรู

ความชวยเหลือแกผมตลอดมา

〔山
やまかわ

川先
せんせい

生からひとこと〕
このタスクは教

きょうかし ょ

科書にも載
の

っているものですが、こ

んな形
かたち

のきれいなパネルにして発
はっぴょう

表すると、友
とも

だちの

家
うち

がどこにあるのか、よくわかっていいですね。キア

ンサックさんのパネルはいろいろな色
いろ

が使
つか

ってあって、

地
ち ず

図も大
たいへん

変わかりやすく書
か

けていると思
おも

います。キア

ンサックさんは将
しょうらい

来日
に ほ ん ご

本語の先
せんせい

生になるのが夢
ゆめ

だそう

です。今
いま

教
おし

えてもらっているチラパー先生
せい

のように、

優
やさ

しくて、教
おし

え方
かた

も楽
たの

しくてわかりやすい、そんな

先
せんせい

生になりたいそうです。キアンサックさん、がんば

ってくださいね。

ความคิดเห็นจากอาจารยยะมะกะวะ
ในตําราก็มีชิ้นงานลักษณะนี้ แตพอมาทําเปนโปสเตอรที่สวยงาม

เชนนี้ ทําใหรูและเขาใจงายวาบานของเพื่อนๆ อยูที่ไหน โปสเตอร

ของเกรียงศักดิ์สีสันสวยงาม แถมยังมีแผนที่ที่วาดแลวเขาใจไดงาย 

เกรียงศักดิ์บอกวาอนาคตอยากเปนอาจารยสอนภาษาญี่ปุน อยาก

เปนแบบอาจารยจิระภาที่ใจดี สอนสนุก เรียนแลวเขาใจงาย กข็อให

เกรียงศักดิ์พยายามจนฝนของตนเปนจริงนะครับ
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Ⅰ『日
に ほ ん ご

本語ドキドキ体
たいけん

験交
こうりゅう

流活
かつどうしゅう

動集』

ชื่อหนังสือ 『日
に ほ ん ご

本語ドキドキ体
たいけん

験交
こうりゅう

流活
かつどうしゅう

動集』

ชื่อผูแตง คณะอาจารย เจแปนฟาวนเดชั่น

 ศูนยคันไซ

ชื่อสํานักพิมพ 凡ぼんじんしゃ人社

ISBN 978-4-89358-685-8

พิมพครั้งที่ 1  2008

ราคาเลมละ 2,400 เยน (รวมภาษ)ี และซีดี 1 แผน

หนงัสอืเลมนีจ้ดัทาํโดยคณะอาจารยเจแปนฟาวนเดช่ัน ศนูยคนัไซ 

ไดนํามาใชในคอรสอบรมครูที่ศูนยคันไซซ่ึงจัดโดยสมาคมครูภาษา

และวัฒนธรรมญี่ปุนแหงประเทศไทย (JTAT) รวมกับเจแปนฟาวน

เดชั่น ศูนยคันไซ ระยะเวลา 2 สัปดาห ระหวางวันที่ 6-19 เมษายน 

2551

เนื้อหาของหนังสือแบงออกเปน 3 สวน  

สวนแรกนําเสนอกิจกรรมแลกเปลี่ยนประสบการณจริง มีหัวขอ

กิจกรรมทั้งหมด 11 เรื่อง ไดแก การทําความรูจักกับทองถิ่น ผูคน

ที่อยูในบริเวณใกลเคียง การเยี่ยมชมโรงเรียน โรงงาน เปนตน ทุก

กิจกรรมจะเริ่มจาก 

1 การเตรียมความพรอมกอนออกปฏิบัติจริง เชน การทําใบงาน 

สื่อตางๆ การฝกสนทนา การตั้งคําถามถามชาวญี่ปุน การ

สัมภาษณ ทั้งนี้จัดใหเหมาะสมกับระดับผูเรียน

2 คาํศพัทและสาํนวนท่ีจาํเปนตองใชในการทํากจิกรรม 

และวิธีการสรุปผล

3 สรุปผลหลังปฏิบัตจริง เชน การทําใบงานรายงาน

ผลสรุปของกิจกรรม การเตรียมรายงานของกลุม

4 เคล็ดลับในการจัดกิจกรรม ไดแก การแนะนําขอ

ควรระวังในการจัดกิจกรรมซึ่งมีหลากหลายรูปแบบ เชน 

ตัวอยางการปฏิบัติจริง รูปแบบและวิธีการเขียนเพื่อติดตอกับผูรวม

กจิกรรม

สวนที่ 2 เปนคอรสดีไซนของกิจกรรม (การจัดคอรส การกําหนด

วัตถุประสงค และการประเมินผล) ผูเรียนสามารถกําหนดเปาหมายใน

การเรียน การบันทึกกิจกรรมในแตละวัน การประเมินตัวเอง ครูเปน

เพียงผูแนะนําวิธีการเพื่อชวยเหลือผูเรียน 

นอกจากนี้ ยังมีตัวอยางของคอรสดีไซนการอบรม 4 แบบคือ 

แบบ 5 วัน แบบ 2 สัปดาห แบบ 6 สัปดาหและแบบ 2 เดือน

สวนที่ 3 เปนความรูดานตางๆ ของประเทศญี่ปุนสําหรับผูเรียน

กอนออกไปทํากิจกรรมจริง เชน ความรูดานภูมิศาสตร ประวัติศาสตร 

ภาษาถิ่น ภาษาวัยรุน การศึกษา วัฒนธรรมตางๆ เปนตน

ทายเลมเปน Syllabus ของกิจกรรมตางๆ ทั้ง 11 เรื่อง

Ⅱ『耳
みみ

から覚
おぼ

える日
に

本
ほ ん

語
ご

能
の う

力
りょく

試
し

験
け ん

3 級
きゅう

　
     文

ぶんぽう

法トレーニング』
     หนังสือเตรียมสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนระดับ 3

ชื่อหนังสือ 『耳
みみ

から覚
おぼ

える日
に ほ ん

本語
ご

能
のうりょく

力試
し け ん

験 3級
きゅう

　 
 文

ぶんぽう

法トレーニング』

ชื่อผูแตง 安
あんどう

藤栄
え り こ

里子・今
いま

川
がわかず

和

ชื่อสํานักพิมพ アルク
ISBN 978-4-7574-1496-9

พิมพครั้งที่ 1 2008

ราคาเลมละ 1,600 เยน (รวมภาษ)ี

ในหองสมุดเจแปนฟาวนเดชั่น กรุงเทพฯ มีหนังสือเตรียมสอบ

วัดระดับภาษาญี่ปุนของสํานักพิมพตางๆ สําหรับผูเตรียมตัวสอบให

ไดศึกษาคนควา ซึ่งแตละเลมก็จะมีรูปแบบและเนื้อหาที่แตกตางกัน

ไมมากนัก 

คร้ังน้ีขอแนะนําหนังสือเตรียมสอบวัดระดับภาษา

ญี่ปุนระดับ 3 และระดับ 2 ซึ่งผูเขียนไดนําเสนอวิธีการ

ชวยจําโดยใชทักษะทั้ง 4 ไดแก การอาน การฟง การ

เขียน การพูด นับวาเปนรูปแบบพิเศษตางจากหนังสือ

เตรียมสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนเลมอื่นๆ

เน้ือหาของหนังสือเตรียมสอบวัดระดับภาษาญี่ปุน

ระดับ 3 เลมนี้แบงออกเปน 3 สวน สวนแรกเปนตัว

บทมีทั้งหมด 10 บท แตละบทมีหัวขอไวยากรณประมาณ 6 ถึง 10 

หัวขอพรอมประโยคตัวอยาง ตอนทายของแตละบทจะมีการฝกเขียน 

Dictation เพื่อชวยจําพรอมแบบฝกหัดทบทวน

สวนที่สอง เปนแบบทดสอบเพื่อทบทวนหัวขอไวยากรณที่ผาน

มาแลวทั้ง 10 บท  

สวนที่สาม เปนแนวขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนระดับ 3 รวม 3 

ชุดพรอมเฉลย
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ราคาเลมละ 1,600 เยน (รวมภาษ)ี

เนื้อหาของหนังสือเลมนี้แบงออกเปน 3 สวน สวนแรกเปนตัว

บทมีทั้งหมด 12 บท แตละบทมีหัวขอไวยากรณประมาณ 13 ถึง 15 

หัวขอพรอมประโยคตัวอยาง ตอนทายของแตละบทจะมีแบบฝกการ

เขียน Dictation เพื่อชวยจําพรอมแบบฝกหัดทบทวน

สวนที่สอง เปนแบบทดสอบเพื่อชวยทบทวนหัวขอไวยากรณที่

ผานมาทั้ง 12 บท  

สวนที่สาม เปนแนวขอสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนระดับ 2 รวม 4 

ชุดพรอมเฉลย

หนังสือเตรียมสอบวัดระดับภาษาญี่ปุนระดับ 3 

และ ระดับ 2 ทั้ง 2 เลมนี้ ผูเขียนไดจัดลําดับหัวขอ

ไวยากรณเร่ิมจากหัวขอท่ีเขาใจงายและสําคัญกอน 

โดยใชสัญลักษณจํานวน ★ แสดงระดับความยาก

ของไวยากรณ และนําคําศัพทที่ใชบอยๆ มาแตงเปน

ประโยคตัวอยาง โดยคํานึงถึงวิธีการใชไนหลากหลาย

สถานการณ

ลักษณะพิเศษของตําราคือ การนําเสนอเทคนิค

การชวยจาํโดยใชทกัษะรวม ไดแก การอาน การฟง การเขียน การพดู 

เริ่มจากการอานกอน จากนั้นเปนการฟงซึ่งผูเรียนสามารถฟงประโยค

ตัวอยางตามหัวขอไวยากรณไดจากซีดี หลังจากนั้นจึงฟงอีกครั้งหนึ่ง 

ในรปูแบบการเขยีน dictation เพือ่ทบทวนหัวขอไวยากรณ นอกจากน้ี

ผูเรียนยังฝกพูดตามซีดีไดอีกดวย ซึ่งนับวาเปนการฝกครบ 4 ทักษะ

สวนแบบฝกประกอบดวยแบบฝกการใชคําชวย แบบฝกการใช

สํานวนและการผันรูปตางๆ สุดทายเปนแบบฝกรวมเพื่อตรวจสอบ

ความเขาใจ การทําแบบฝกทบทวนซํ้าๆ ก็นับวาเปนอีกเทคนิคหนึ่งที่

จะชวยใหผูเรียนสามารถจําหัวขอไวยากรณไดงายขึ้น 

อาจารยทานใดที่สนใจตําราขางตนนี้ สามารถขอยืมไดที่หอง
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